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(57)【要約】
　ねじれネマチック液晶を含む１つ以上の層と２０，０００ｐｓｉ（１３８ＭＰａ）以下
の弾性率のポリマーを含むポリマーシートの１つ以上の層とを有する多層ラミネートが提
供される。ねじれネマチック液晶層は赤外線を反射する。こうして、本多層ラミネートは
赤外線エネルギーの透過を低減するのに有用である。例えば、幾つかの実施形態では、多
層ラミネートは、自動車または建物などの構造体の内部を冷却するために必要なエネルギ
ー消費を低減するための窓として有用である。好ましくは、多層ラミネートは安全ガラス
の有益な特性を保持する。多層ラミネートは、赤外線エネルギーの透過を最小限にするた
めに、赤外線吸収層、二分の一波長板などの追加の層を含んでもよい。多層ラミネートは
また、ポリマーフィルム、ポリマーシート、硬質シートなどの追加の層をさらに含んでも
よい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）コレステリック赤外線反射特性を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の少な
くとも１つの層と、
　（ｂ）ＡＳＴＭ方法Ｄ－６３８によって測定した際に２０，０００ｐｓｉ（１３８ＭＰ
ａ）以下の弾性率のポリマーを含むポリマーシートの少なくとも１つの層と
を含む赤外線を反射するための多層ラミネート品であって、該非ミセルのねじれネマチッ
ク液晶の少なくとも１つの層の少なくとも１つの表面が該ポリマーシートの少なくとも１
つの層の少なくとも１つの表面と接触している多層ラミネート品。
【請求項２】
　前記ポリマーシートがポリビニルブチラールまたはポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）
を含む、請求項１に記載の多層ラミネート品。
【請求項３】
　（ｃ）二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムお
よびポリカーボネートフィルムからなる群から選択されたポリマーフィルムの少なくとも
１つの層と、
　（ｄ）ガラス、ポリカーボネート、ポリアクリレート、環状ポリオレフィン、環状ポリ
オレフィンエチレンノルボルネンポリマー、メタロセン触媒ポリスチレンおよびそれらの
組み合わせからなる群から選択された硬質シートの少なくとも１つの層と
をさらに含む、請求項１に記載の多層ラミネート品。
【請求項４】
　前記非ミセルのねじれネマチック液晶の少なくとも１つの層の少なくとも１つの表面上
に接着剤またはプライマーをさらに含む、請求項１に記載の多層ラミネート品。
【請求項５】
　前記接着剤またはプライマーがガンマ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、ガ
ンマ－アミノプロピルトリエトキシシラン、エポキシ樹脂、シロキサン樹脂またはポリア
リルアミンを含む、請求項４に記載の多層ラミネート品。
【請求項６】
　前記接着剤が３０ｎｍより大きい非ミセルのねじれネマチック液晶のピーク反射の波長
のシフトをもたらす、請求項５に記載の多層ラミネート品。
【請求項７】
　少なくとも１つが非ミセル右回りのねじれネマチック液晶の層であり、少なくとも１つ
が非ミセル左回りのねじれネマチック液晶の層である、コレステリック赤外線反射特性を
有する非ミセルのねじれネマチック液晶の少なくとも２つの層がある、請求項１に記載の
多層ラミネート品。
【請求項８】
　前記ポリマーシートがポリビニルブチラールまたはポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）
を含む、請求項７に記載の多層ラミネート品。
【請求項９】
　（ｃ）二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムお
よびポリカーボネートフィルムからなる群から選択されたポリマーフィルムの少なくとも
１つの層と、
　（ｄ）ガラス、ポリカーボネート、ポリアクリレート、環状ポリオレフィン、環状ポリ
オレフィンエチレンノルボルネンポリマー、メタロセン触媒ポリスチレンおよびそれらの
組み合わせからなる群から選択された硬質シートの少なくとも１つの層と
をさらに含む、請求項７に記載の多層ラミネート品。
【請求項１０】
　前記非ミセルのねじれネマチック液晶の少なくとも１つの層が１００ｎｍより大きい反
射帯域幅を有する、請求項１に記載の多層ラミネート品。
【請求項１１】
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　前記ポリマーシートがポリビニルブチラールまたはポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）
を含む、請求項１０に記載の多層ラミネート品。
【請求項１２】
　（ｃ）二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムお
よびポリカーボネートフィルムからなる群から選択されたポリマーフィルムの少なくとも
１つの層と、
　（ｄ）ガラス、ポリカーボネート、ポリアクリレート、環状ポリオレフィン、環状ポリ
オレフィンエチレンノルボルネンポリマー、メタロセン触媒ポリスチレンおよびそれらの
組み合わせからなる群から選択された硬質シートの少なくとも１つの層と
をさらに含む、請求項１０に記載の多層ラミネート品。
【請求項１３】
　二分の一波長板のｎ層をさらに含み、ｎが整数であり、前記非ミセルのねじれネマチッ
ク液晶のｎペアの層があり、ペアの各層が同一の左右像を有し、そしてペアの各層が同じ
波長λ0近傍に光の反射を示し、かつ、同じ波長λ0のための二分の一波長板が同一の左右
像を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の各ペアの層間に配置される、請求項１に記
載の多層ラミネート品。
【請求項１４】
　前記ポリマーシートがポリビニルブチラールまたはポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）
を含む、請求項１３に記載の多層ラミネート品。
【請求項１５】
　（ｃ）二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムお
よびポリカーボネートフィルムからなる群から選択されたポリマーフィルムの少なくとも
１つの層と、
　（ｄ）ガラス、ポリカーボネート、ポリアクリレート、環状ポリオレフィン、環状ポリ
オレフィンエチレンノルボルネンポリマー、メタロセン触媒ポリスチレンおよびそれらの
組み合わせからなる群から選択された硬質シートの少なくとも１つの層と
をさらに含む、請求項１３に記載の多層ラミネート品。
【請求項１６】
　少なくとも１つの赤外線吸収層をさらに含む、請求項１５に記載の多層ラミネート品。
【請求項１７】
　ポリマーフィルムの少なくとも１つの層をさらに含む、請求項１６に記載の多層ラミネ
ート品。
【請求項１８】
　（ｃ）二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムお
よびポリカーボネートフィルムからなる群から選択されたポリマーフィルムの少なくとも
１つの層と、
　（ｄ）ガラス、ポリカーボネート、ポリアクリレート、環状ポリオレフィン、環状ポリ
オレフィンエチレンノルボルネンポリマー、メタロセン触媒ポリスチレンおよびそれらの
組み合わせからなる群から選択された硬質シートの少なくとも１つの層と
をさらに含む、請求項１６に記載の多層ラミネート品。
【請求項１９】
　前記赤外線吸収層が多層ラミネート品の層の１つ以上の上の不連続フィルム、コーティ
ングの形態にあるか、または多層ラミネート品の層の少なくとも１つ以上中へ組み入れら
れる、請求項１６に記載の多層ラミネート品。
【請求項２０】
　多層ラミネート品の層の少なくとも１つ内に含有された赤外線吸収性無機ナノ粒子をさ
らに含む、請求項１に記載の多層ラミネート品。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
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　ガラス積層製品はほぼ一世紀の間社会に貢献してきた。フロントガラスに使用される周
知の日用自動車安全ガラス以外に、積層ガラスは、列車、飛行機、船、およびほぼあらゆ
る他の様式の輸送機関用の窓として使用される。安全ガラスは、高い耐衝撃性および貫入
抵抗で特徴づけられ、粉々に割られたときにガラス破片およびデブリをまき散らさない。
【０００２】
　安全ガラスは典型的には、２つのガラスシート間に置かれている、ポリマーフィルムま
たはシートの中間層で一緒に接合された２つのガラスシートまたはパネルのサンドイッチ
からなる。ガラスシートの１つまたは両方が、ポリカーボネート材料のシートなどの、光
学的に透明な硬質ポリマーシートで置き換えられてもよい。安全ガラスはさらに、ポリマ
ーフィルムまたはシートの中間層で一緒に接合されたガラスおよびポリマーシートの多層
を含むように発展されてきた。
【０００３】
　中間層は典型的には、靱性と亀裂または破壊の場合にガラスへの粘着性を提供するため
の接合性とを示す、比較的厚いポリマーシートである。一般に、これらのポリマー中間層
は、他の要件のうちでも、非常に高い光学的透明度、低いヘイズ、高い耐衝撃性、高い貫
入抵抗、優れた耐紫外線性、良好な長期熱安定性、ガラスおよび他の硬質ポリマーシート
への優れた接着性、低い紫外線透過率、低い吸湿性、高い防湿性、および優れた長期耐候
性をはじめとする特性の組み合わせを有することが望ましい。
【０００４】
　より最近の傾向としては、家庭およびオフィス構造体の建設にガラス積層製品が使用さ
れている。建築ガラスの使用は、設計者がより多くのガラス表面を建物へ組み入れるにつ
れて長年にわたって急速に拡大してきた。耐脅威性は、建築ガラス積層製品に対するます
ます増大する要件になってきた。これらのより新しい製品は、自然および人工災害の両方
に耐えるようにデザインされる。これらのニーズの例には、ハリケーンの影響を受けやす
い地域で現在義務づけられている、耐ハリケーン性ガラス、窃盗防止グレージング、なら
びに建物およびそれらの居住者を保護するようにデザインされたより最近の爆破耐性ガラ
ス積層製品の最近の開発が挙げられる。これらの製品の幾つかは、ガラスラミネートが破
壊されてしまった後でさえ、例えば、ガラスラミネートが強風およびハリケーンで起こる
ような飛来デブリスの衝撃にさらされるときに、または車両もしくは構造体への侵入を試
みる犯罪者による窓への衝撃が繰り返しある場合に、侵入に抵抗するのに十分な大きな強
度を有する。
【０００５】
　社会は、上記の安全特性を越えた積層ガラス製品のより多くの機能性を要求し続けてい
る。ニーズの一分野は、積層ガラスが適用される自動車または建物などの構造体内のエネ
ルギー消費を低減することである。太陽のエネルギーは、３５０ｎｍ～２，１００ｎｍの
広いスペクトル範囲にわたって地球に衝突する。該エネルギーのほぼ半分は７５０ｎｍ～
２，１００ｎｍの近赤外領域内にある。可視領域からのエネルギーの除去は、窓を通して
の視覚的透明性を犠牲にし、それ故、窓の利点の１つを損なうであろう。しかしながら、
人間の目は近赤外領域を感知しないので、ガラスおよび／またはポリマー中間層を改質す
ることによって、さらなる層またはそれらの組み合わせの追加によってガラスラミネート
による近赤外領域からのエネルギーの透過を防ごうとする試みが行われてきた。
【０００６】
　液晶は、スメクチック、ネマチックおよびねじれネマチック（またはコレステリックも
しくはキラルネマチック）形態をはじめとする、多くの異なる形態で現れることが知られ
ている。一般的な液晶、特にねじれネマチック液晶の構造の包括的な説明は、Ｐ．Ｇ．デ
・ゲネス（Ｐ．Ｇ．ｄｅ　Ｇｅｎｎｅｓ）、Ｊ．プロスト（Ｊ．Ｐｒｏｓｔ）著、「液晶
の物理学（Ｔｈｅ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌｓ）」、Ｏｘ
ｆｏｒｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ、１９９５年に示されている。ねじれネマ
チック液晶性材料はまた、例えば、米国特許第３，６７９，２９０号明細書、同第４，６
３７，８９６号明細書、同第６，３００，４５４号明細書、同第６，４１７，９０２号明
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細書、同第６，４８６，３３８号明細書およびそれらに開示された参考文献にも開示され
ている。液晶性材料内のキラル部分の存在は、ねじれネマチック相の存在を誘導する。キ
ラル部分は、液晶性分子自体に存在し得るか、ネマチック相にドーパントとして添加され
、それによってねじれネマチック中間相を誘導し得るかのどちらかである。
【０００７】
　液晶性材料は、太陽放射線をコントロールするためのグレージングでの使用について考
慮されてきた。ミセルの液晶材料（液晶材料の個別粒子）をマトリックス材料内に組み入
れるデバイスは一般に、透明なグレージングに許容されないレベルでのヘイズを示す。液
晶性材料（非ミセル液晶性材料）の連続コーティングおよびフィルムは、米国特許第３，
６７９，２９０号明細書、同第５，７３１，８８６号明細書、同第５，５０６，７０４号
明細書、同第５，７９３，４５６号明細書、同第６，８３１，７２０号明細書、同第６，
６３０，９７４号明細書、同第６，６６１，４８６号明細書、同第６，７１０，８２３号
明細書、同第６，６５６，５４３号明細書、および同第６，８００，３３７号明細書に開
示されてきた。液晶性材料はまた、例えば、米国特許第５，１５６，４５２号明細書、同
第５，２８５，２９９号明細書、同第５，９４０，１５０号明細書、同第６，０７２，５
４９号明細書、同第６，３６９，８６８号明細書、同第６，４７３，１４３号明細書、お
よび同第６，６３３，３５４号明細書に記載されているように、窓グレージング・ユニッ
トに使用されてきた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　光、特に可視領域の波長より長い波長を有する光の透過を低減するのに有効であり、そ
してまた有効な安全ガラス・ユニットでもある低ヘイズのグレージング・ユニットをもた
らすことが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様では、本発明は、
　（ａ）コレステリック赤外線反射特性を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の少な
くとも１つの層と、
　（ｂ）ＡＳＴＭ（米国材料試験協会）方法Ｄ－６３８によって測定した際に２０，００
０ｐｓｉ（１３８ＭＰａ）以下の弾性率のポリマーを含むポリマーシートの少なくとも１
つの層と
を含む赤外線を反射するための多層ラミネート品であって、該非ミセルのねじれネマチッ
ク液晶の少なくとも１つの層の少なくとも１つの表面が該ポリマーシートの少なくとも１
つの層の少なくとも１つの表面と接触している多層ラミネート品を提供する。
【００１０】
　別の態様では、本多層ラミネート品は、少なくとも１つが非ミセル右回りのねじれネマ
チック液晶の層であり、少なくとも１つが非ミセル左回りのねじれネマチック液晶の層で
ある、コレステリック赤外線反射特性を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の少なく
とも２つの層を含む。一実施形態では、等しい数の非ミセル右回りのねじれネマチック液
晶層と非ミセル左回りのねじれネマチック液晶層とがある。等しい数の右回りのおよび左
回りのねじれネマチック液晶層を有する、かかる一実施形態では、波長λ0の波長領域で
光の反射を示す各非ミセル右回りのねじれネマチック液晶層に対して、おおよそ同じ波長
領域で光の反射を示す相当する非ミセル左回りのねじれネマチック液晶層がある。
【００１１】
　別の態様では、非ミセルのねじれネマチック液晶の少なくとも１つの層は、１００ｎｍ
より大きい、好ましくは１２０ｎｍより大きい、より好ましくは１５０ｎｍより大きい反
射帯域幅を有する。
【００１２】
　別の態様では、本多層ラミネート品は二分の一波長板の少なくとも１つの層をさらに含
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み、同一の左右像を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の少なくとも第１および第２
層があり、そして二分の一波長板の少なくとも１つの層が同一の左右像のねじれネマチッ
ク液晶の第１および第２層の間に配置される。
【００１３】
　一実施形態では、本多層ラミネート品は二分の一波長板のｎ層をさらに含み、ｎが整数
であり、非ミセルのねじれネマチック液晶のｎペアの層があり、ペアの各層が同一の左右
像を有し、そしてペアの各層が同じ波長領域で光の反射を示し、かつ、同じ波長λ0のた
めの二分の一波長板が同一の左右像を有する非ミセルのねじれネマチック液晶の各ペアの
層間に配置される。
【００１４】
　別の態様では、本多層ラミネート品は少なくとも１つの赤外線吸収層をさらに含む。
【００１５】
　本多層ラミネート品は、ポリマーフィルムの少なくとも１つの層、硬質シートの少なく
とも１つの層、または両方をさらに含んでもよい。別の実施形態は、ポリマーシートの２
つの層および硬質シートの２つの層を含む。
【００１６】
　ねじれネマチック液晶の層はフィルムの形態をとってもよい。好ましくは、ねじれネマ
チック液晶の層は、ポリマーシート上のコーティングの、またはラミネートに存在する他
のシート、例えば、ポリマーフィルム、硬質シートもしくは二分の一波長板の１つ上のコ
ーティング形態にある。ラミネート透明度および低ヘイズのためにねじれネマチック液晶
層の非ミセル構造に維持することが重要である。
【００１７】
　好ましくは、本発明の多層ラミネート品の層は可視光の５０％より多くを透過させる。
より好ましくは、本発明の多層ラミネート品は可視光の５０％より多くを透過させる。
【００１８】
　本発明の多層ラミネート品は、望ましくない赤外線を反射することによって、それらが
使用されている、またはそれらが被着されている構造体または物品のエネルギー要件を低
減する。本発明のラミネートは、自動車および建設用途、ならびに他の用途での安全ガラ
スとしての使用に特に好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次の定義は、具体的な場合で特に限定されない限り、本明細書の全体にわたって用いら
れるような用語に適用される。
【００２０】
　「（メタ）アクリレート」などの、「（メタ）アクリル」という用語は、本明細書で用
いるところでは、単独でまたは組み合わせられた形態で、アクリルおよび／またはメタク
リル、例えば、アクリル酸および／またはメタクリル酸、またはアルキルアクリレートお
よび／またはアルキルメタクリレートを意味する。
【００２１】
　本明細書で用いるところでは、「約」という用語は、量、サイズ、処方、パラメーター
、および他の量および特性が正確ではないこと、および正確である必要はないが、許容範
囲、変換係数、端数計算、測定誤差など、ならびに当業者に公知の他の因子を反映して、
必要に応じて、おおよそであってもおよび／またはより大きくてももしくはより小さくて
もよいことを意味する。一般に、量、サイズ、処方、パラメーターもしくは他の量または
特性は、おおよそである旨が明示されているか否かにかかわらず、「約」または「おおよ
そ」である。
【００２２】
　「または」という用語は、本明細書で用いるところでは、すべてを含んでおり、より具
体的には、「ＡまたはＢ」という語句は「Ａ、Ｂ、またはＡおよびＢの両方」を意味する
。排他的な「または」は本明細書では、例えば、「ＡかＢかのどちらか」および「Ａまた
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はＢの１つ」などの用語によって指定される。
【００２３】
　本明細書に示されるすべての百分率、部、比などは重量による。
【００２４】
　加えて、本明細書に示される範囲は、特に明確に明記されない限り、それらの終点を含
む。さらに、量、濃度、または他の値もしくはパラメーターが範囲、１つ以上の好ましい
範囲または好ましい上限値および好ましい下限値のリストとして与えられるとき、これは
、かかるペアが別々に開示されているかどうかにかかわらず、任意の範囲上限または好ま
しい値と任意の範囲下限または好ましい値との任意のペアから形成されるすべての範囲を
具体的に開示するものとして理解されるべきである。
【００２５】
　ねじれネマチック相中の液晶性材料の、赤外、可視または紫外領域の光を選択的に反射
する能力は多くの用途で有用である。平面偏光または非偏光の伝播方向がねじれネマチッ
ク層のらせん軸に沿って存在するとき、最大反射の波長λ0は、方程式λ0＝ｎaｐ（式中
、ｎaはｎoおよびｎeの平均であり、ｎoおよびｎeは伝播方向に測定された、ねじれネマ
チック相のそれぞれ普通のおよび異常な屈折率であり、ｐはらせんのピッチ（らせんが繰
り返し現れるためにとる距離である）である）によって決定される。λ0近傍の外の光は
本質的に、ねじれネマチック材料による影響を受けない。波長λ0近傍の波長の光に対し
て、ねじれネマチック相は、反射されたおよび透過されたビームの両方が実質的に円偏光
している状態で、無視できる吸収を仮定すると、光のおおよそ５０％が反射され、そして
光のおおよそ５０％が透過されるような光の選択的反射を示す。右回りのらせんは右回り
の円偏光を反射し、左回りの円偏光を透過する。λ0回りを中心とするこの反射された波
長帯域の帯域幅Δλは、式Δλ＝λ0・Δｎ／ｎa（ここで、Δｎ＝ｎe－ｎo、液晶材料中
に存在する固有の複屈折の現れである）によって求めることができる。ピッチｐは、キラ
ルドーパントの量、ドーパントのねじれ力およびネマチック材料の選択を操作することに
よって効果的に調整することができる。ピッチは、温度、温度の変化での巻き戻しまたは
引き締め、電界、ドーパント、および他の環境上の要件に敏感である。このように、ねじ
れネマチック相では、ピッチ、従って最大反射の波長の操作は、多種多様なツールで行う
ことができる。さらに、反射された波長帯域の帯域幅Δλはまた、米国特許第５，５０６
，７０４号明細書および同第５，７９３，４５６号明細書に開示されているように操作す
ることができる。通常の材料については、可視領域での典型的な帯域幅は９０ｎｍ未満で
ある。
【００２６】
　ねじれネマチック物質のらせん本質の固有の回転向き、すなわち、それが右回りである
か左回りであるかに依存して、透過される光は右回りの円偏光（ＲＨＣＰＬ）か、左回り
の円偏光（ＬＨＣＰＬ）かのどちらかである。透過光は、物質のらせん本質に固有のもの
と同じ向きの偏光で円偏光している。このように、左回りである固有のらせん構造を有す
るねじれネマチック液晶はＬＨＣＰＬを透過し、右回りであるものはＲＨＣＰＬを透過す
るであろう。
【００２７】
　本明細書では以下、普及している慣例に従うために、ねじれネマチック液晶物質は、λ

0近傍の波長領域で反射される光の種類によって特定されるであろう。層が右回りである
と言われるとき、それはＲＨＣＰＬを反射することを意味し、層が左回りであると言われ
るとき、それはＬＨＣＰＬを反射することを意味する。右回りのねじれネマチック液晶物
質はＬＨＣＰＬをλ0で本質的に完全に透過するが、同じ物質はＲＨＣＰＬをほとんど完
全に反射する。逆に、左回りのフィルムはＲＨＣＰＬをλ0でほとんど透過し、ＬＨＣＰ
Ｌをほとんど完全に反射する。平面偏光のまたは非偏光の光は、等量のＲＨＣＰＬおよび
ＬＨＣＰＬを含有するので、ねじれネマチック液晶フィルムは、これらのソースについて
λ0でおおよそ５０パーセント透過性である。
【００２８】
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　ねじれネマチック液晶層はさらなる独特の光学的特性を有する。鏡によって反射される
光の円偏光は逆にされる。この同じ現象は、これらの液晶層によって反射された光では起
こらない。これらの液晶物質から反射された円偏光の向きは逆にならず、むしろそれが液
晶物質と接触する前にそれがあったのと同じままである。例えば、波長λ0を有するＲＨ
ＣＰＬがλ0＝ｎaｐである右回りの層に向けられる場合、それは実質的に完全に反射され
、反射後にＲＨＣＰＬのままである。同じ光が鏡上に向けられるべきであった場合、反射
光はＬＨＣＰＬであろう。
【００２９】
　日照調整用途では、実質的にすべての光がある波長で反射されることが好ましい。前記
波長での両左右像が反射されることが要求されるので、これは、所与の組成物の単一層に
ついて可能ではない。
【００３０】
　λ0近傍の光の実質的にすべてを反射するための一方法は、１つのねじれネマチック層
、いわゆる二分の一波長板またはフィルムを通して透過される光の左右像を逆にするのに
十分な厚さの複屈折材料を使用することである。二分の一波長板は、１９９０年にアディ
ソン－ウェスリー・パブリッシング・カンパニー社（Ａｄｄｉｓｏｎ－Ｗｅｓｌｅｙ　Ｐ
ｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．）によって発行された、「光学（Ｏｐｔ
ｉｃｓ）」という表題のＥ．ヘクト（Ｅ．Ｈｅｃｈｔ）による書籍の３０１－３０３ペー
ジに詳細に説明されている。二分の一波長フィルムを使用する好ましい方法は、例えば、
類似のλ0の２つのねじれネマチック液晶層および二分の一波長フィルムのどちらかの面
上に同一の左右像を使用することである。類似のλ0の右回りの層が二分の一波長フィル
ム両面上に使用されるケースでは、第１のねじれネマチック層はＲＨＣＰＬを反射し、二
分の一波長層は透過されたＬＨＣＰＬをＲＨＣＰＬに変換し、それはその次に第２の右回
りのねじれネマチック層によって反射される。第２のねじれネマチック層から反射された
ＲＨＣＰＬは、その反射の後で二分の一波長層を再度横断するので、それはＬＨＣＰＬに
変換され、それは次にそのまま最初のＲＨＣＰＬフィルムによって透過される。このよう
な方法で、λ0近傍の波長の入射光の実質的にすべてが、理論的に全く透過されずに、２
つのねじれネマチック液晶層および二分の一波長層からなるラミネートによって反射され
るであろう。
【００３１】
　λ0近傍の光の実質的にすべてを反射するための別の方法は、１つの右回りのおよび１
つの左回りの、類似のλ0の２つのねじれネマチック液晶層を使用することである。第１
層によって透過されたλ0周辺領域の光は、λ0近傍の入射光の実質的にすべてが２つのね
じれネマチック液晶層からなるラミネートによって反射されるように第２層によって反射
されるであろう。
【００３２】
　１００ｎｍ、１２０ｎｍ、または１５０ｎｍより大きい反射帯域幅のねじれネマチック
液晶層を製造するための様々な方法がある。かかる層は、各サブ層が異なるλ0を有する
が、異なるλ0が複合層のために１００ｎｍより大きい広がった反射帯域幅をもたらすの
に十分に近い状態で、ねじれネマチック液晶の幾つかのサブ層の複合体であることができ
る。１００ｎｍより大きい反射帯域幅を達成することができる別の方法は、ピッチに勾配
付きの、例えば、連続的に変わるピッチを有するねじれネマチック液晶層を使用すること
による。
【００３３】
　幾つかの用途向けには、７５０ｎｍ～２，１００ｎｍの近赤外領域の放射線を反射する
ことに加えて、約６５０ｎｍ～７５０ｎｍの範囲の波長の放射線を反射することが有利で
あろう。他の用途向けには、近赤外の放射線を反射することに加えて、可視スペクトルの
他の部分の放射線を反射することが有利であろう。ねじれネマチック多重フィルムは、本
明細書で第一に目的とする波長だけでなくより短い波長で反射を可能にするために有用で
ある。
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【００３４】
　本発明の多層ラミネートのねじれネマチック液晶層に使用される組成物は、単独でかま
たは混合物として、コレステリック赤外線反射特性および電磁スペクトルの可視領域での
高い透過率を層に提供する化合物を含む。原則として、実質的にすべての公知のねじれネ
マチックモノマー、モノマー混合物、ポリマー、ポリマー混合物またはモノマーおよびポ
リマー混合物は、反射最大が赤外（ＩＲ）内にあるようなやり方でキラル成分の含有率お
よび組成を変えることによって、それらのらせん状上部構造のピッチにおいて調節するこ
とができる。
【００３５】
　整列は、均一な平面配向を生み出すために用いられ、高い可視透過率および低レベルの
ヘイズにとって決定的に重要である。同時に散乱光を最小に保ちながら、中心波長を完全
に反射する、ねじれネマチック液晶層を製造するために、液晶フィルムを単一ドメインへ
整列させることが必要である。優先的な配列が達成されないとき、マルチドメイン層が生
じる。かかるマルチドメイン・テクスチャはフォーカルコニック状態と呼ばれる。フォー
カルコニック状態は、コレステリックドメイン間の境界での屈折率の突然の変化によって
引き起こされる、その非常に拡散された光拡散外観によって主として特徴づけられる。こ
のテクスチャは単一光学軸を全く持たず、それ故すべての方向に散乱する。フォーカルコ
ニック・テクスチャは典型的には乳白色（すなわち白色光散乱）である。配列が達成され
る場合、単一ドメインが生み出され得る。これらは、配列のホメオトロピックおよび平面
状態と呼ばれる。ネマチック液晶のホメオトロピック状態で、分子軸はネマチック層の平
面に垂直にある。ねじれネマチック材料の平面状態では、このらせんの軸は、ねじれネマ
チック層の平面に垂直である。らせんのピッチにマッチする波長の光は、フィルムの表面
から反射され、それ故反射光は該層を通過しない。それ故最も好ましいのはこのドメイン
構造である。
【００３６】
　ねじれネマチック相の平面整列を達成するための幾つかのよく知られた方法がある。直
接に、すなわち配列層を適用することなく磨かれた表面の基材を使用することによって液
晶材料の平面配向を誘導することは可能である。液晶材料を無色透明の基材上に置き、ま
たはさもなければ、無色透明の基材を液晶の自由表面に被着させ、そして他の基材に対し
て１つの基材を滑らせて、液晶フィルムに少量の剪断を与えることもまた可能である。こ
れはしばしば配列の平面状態を誘導し、そこでは構造のらせん軸はフィルムに実質的に垂
直である。
【００３７】
　液晶フィルム用の配向層は、液晶分子の方向が研摩方向と整列するように機械的に磨か
れたポリマーフィルムからなることができる。普通に使用されるポリマーは、ポリ（アミ
ド酸として沈着される、ポリイミドである。ポリ（アミド酸）は次に熱硬化させられ、該
材料をポリイミドに変換する。ポリアミドの硬度は、熱硬化の量によってコントロールさ
れる。生じたポリイミド層は上記のように磨くことができる。
【００３８】
　その後に沈着されたネマチック液晶での方向配向は基材上への蒸着シリカ層を用いて製
造できることもまたあり得る。基材は、インジウム－スズ酸化物（ＩＴＯ）などの導電体
の薄い透明な層が予め蒸着された透明ガラスであることができる。基材は、蒸着中にマグ
ネトロン・インライン・スパッタリング・ソースを通過する。１つ以上のパスがシリカ蒸
着中に必要とされるかもしれず、生じた構造は、基材がスパッタリング・ソースを過ぎて
同じ方向に沿って前後に移動する限り、必要な方向性を有する。シリカ層の蒸着後に、シ
リカ処理基材は、アルコールをシリカ層の表面上のヒドロキシル基と反応させるのに十分
に高い温度でアルコールと接触させられてもよい。アルコール処理は１００℃より上、最
も典型的には１２０℃～１６０℃の基材で行われてもよい。アルコール処理の後、液晶は
処理表面および液晶層に接触させられて平面配向をとる。
【００３９】
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　ねじれネマチック液晶を整列させる追加の方法が当業者に公知である。加えて、公知手
順を用いて、微小な個々のピースから連続フィルムまでの範囲の基材上でねじれネマチッ
ク液晶層の配列を生み出すことは可能である。
【００４０】
　多くのタイプのねじれネマチック液晶性材料がある。キラルモノマーがそれら自体液晶
性である、ねじれネマチック重合性モノマーは、１つの一般的カテゴリーである。かかる
材料は米国特許第５，９４２，０３０号明細書、同第５，７８０，６２９号明細書、同第
５，８８６，２４２号明細書および同第６，７２３，３９５号明細書に記載されている。
別のカテゴリーは、少なくとも１つのキラルでないネマチック重合性モノマーおよびキラ
ル化合物を含む混合物である。このタイプのモノマーおよび化合物の例は米国特許第５，
８３３，８８０号明細書、ＤＥ－Ａ－４　４０８　１７０号明細書およびＤＥ－Ａ－４　
４０５　３１６号明細書に記載されている。米国特許第４，３８８，４５３号明細書、同
第５，２１１，８７７号明細書、同第６，３００，４５４号明細書、同第６，４８６，３
３８号明細書、および同第６，３５８，５７４号明細書に記載されているような架橋性の
液晶性ポリオルガノシロキサン、環状シロキサン、およびテトラアルキルジシロキサンは
、キラルドーパントと組み合わせられたときに、ねじれネマチック液晶の別のカテゴリー
を構成する。ねじれネマチック液晶の追加のクラスには、ＤＥ－Ａ－１９７　１３６　３
８号明細書に記載されているようなねじれネマチック・セルロース誘導体、米国特許第５
，８４７，０６８号明細書に記載されているような架橋性のねじれネマチック・コポリイ
ソシアネート、および米国特許第６，１０７，４４７号明細書に記載されているような主
鎖ポリエステルが含まれる。これらのカテゴリーは例示的なものであり、限定的なもので
はない。ＩＲ－反射特性を提供する、そしてプロセスおよび使用条件下に機械的にかつ寸
法的に安定である任意のねじれネマチック液晶組成物は、現在既知であろうと後で開発さ
れようと、本明細書で有用であり得ると考えられる。
【００４１】
　ねじれネマチックＩＲ反射液晶層として有用なポリマーネットワークを形成するための
好ましい組成物は、ビス（メタ）アクリレート液晶化合物およびそれらの組み合わせであ
る。
【００４２】
　好ましい一タイプのビス（メタ）アクリレート化合物は式（Ｉ）で表される：
【００４３】
【化１】

【００４４】
　式中、Ｒ1およびＲ2はそれぞれ独立して基：Ｈ、Ｆ、ＣｌおよびＣＨ3から選択され、
ｎ１およびｎ２はそれぞれ独立して３～２０の整数であり、ｍおよびｐはそれぞれ独立し
て０、１または２の整数であり、Ａは基：
【００４５】
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【化２】

【００４６】
　（式中、Ｒ3～Ｒ10はそれぞれ独立して基：Ｈ、Ｃ１～Ｃ８直鎖もしくは分岐鎖アルキ
ル、Ｃ１～Ｃ８直鎖もしくは分岐鎖アルコキシ、Ｆ、Ｃｌ、フェニル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ3

、ＣＮ、およびＣＦ3から選択され、Ｘ2は基：－Ｏ－、－（ＣＨ3）2Ｃ－、および－（Ｃ
Ｆ3）2Ｃ－から選択された二価基である）から選択された二価基であり、そして各Ｂ1お
よびＢ2は独立して、基：Ｒ11－置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ11はＨ、－ＣＨ3ま
たは－ＯＣＨ3である）、２，６－ナフチル、および４，４’－ビフェニルから選択され
た二価基である、ただし、ｍ＋ｐが３または４に等しいとき、Ｂ1およびＢ2の少なくとも
２つはＲ11－置換－１，４－フェニルである。
【００４７】
　別の好ましいタイプのビス（メタ）アクリレート化合物は式（ＩＩ）で表される：
【００４８】

【化３】
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　式中、Ｒ1およびＲ2はそれぞれ独立して基：Ｈ、Ｆ、ＣｌおよびＣＨ3から選択され、
ｎ１およびｎ２はそれぞれ独立して３～２０の整数であり、ｑおよびｒはそれぞれ独立し
て０、１または２の整数である、ただし、ｑ＋ｒ≧１であり、Ｄは基：
【００５０】
【化４】

【００５１】
　（式中、Ｒ3はＣ１～Ｃ６直鎖もしくは分岐鎖アルキルであり、各Ｂ1およびＢ2は基：
Ｒ4－置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ4はＨ、－ＣＨ3または－ＯＣＨ3である）、２
，６－ナフチル、および４，４’－ビフェニルから独立して選択された二価基であり、式
中、ｑ＋ｒ＝３であるとき、Ｂ1およびＢ2の少なくとも１つはＲ4－置換－１，４－フェ
ニルであり、そしてｑ＋ｒ＝４であるとき、Ｂ1およびＢ2の少なくとも２つはＲ11－置換
－１，４－フェニルである）から選択された二価のキラル基である。「各Ｂ1およびＢ2は
基から独立して選択された二価基である」という語句において、ｑ＝２であるとき、２つ
のＢ1単位は独立して選択される、すなわちそれらは同じまたは異なるものであってもよ
く、そしてｒ＝２であるとき、２つのＢ2単位は独立して選択される、すなわちそれらは
同じまたは異なるものであってもよい。
【００５２】
　ねじれネマチックＩＲ－反射液晶層を形成するための最も好ましいビス（メタ）アクリ
レート化合物は、式Ａ～Ｅのものおよびそれらの組み合わせである。
【００５３】
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【化５】

【００５４】
　式（Ｉ）の化合物の製造方法は、（ａ）各ポリオールが少なくとも２つのヒドロキシル
基および少なくとも２つの共有結合した炭素原子を含み、各ヒドロキシル基が有機ポリオ
ール内の異なる炭素原子に結合している１つ以上の有機ポリオールを提供する工程と、（
ｂ）該有機ポリオールを式（ＩＩＩ）：
【００５５】

【化６】

【００５６】
　（式中、ＸはＣｌまたはＢｒであり、Ｘ1は基：Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＯＭｓ（ここで、
Ｍｓはメタンスルホニルである）、－ＯＴｓ（ここで、Ｔｓはトルエンスルホニルである
）、および－ＯＴｆ（ここで、Ｔｆはトリフルオロメタンスルホニルである）から選択さ
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れ、そしてｎは３から２０の整数である）の十分な量の１つ以上の官能化アルキル酸ハロ
ゲン化物および第１反応溶媒と第１反応温度で反応させて１つ以上の多官能化アリールア
ルカノエートエステルおよび第１使用済み反応混合物を提供する工程と、（ｃ）１つ以上
の多官能化アリールアルカノエートエステルを十分な量の（メタ）アクリレート塩と十分
な量の相間移動触媒、および第２反応溶媒の存在下に第２反応温度で反応させて１つ以上
のポリ（メタ）アクリレート－アリールアルカノエートエステルおよび第２使用済み反応
混合物を提供する工程とを含む。
【００５７】
　式（ＩＩ）の化合物の製造方法は、（ａ）キラル有機ジオールを提供する工程と、（ｂ
）該キラル有機ジオールを、式（ＩＶ）：
【００５８】
【化７】

【００５９】
　（式中、ＸはＣｌ、ＢｒまたはＯＨであり、Ｘ1は基：Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＯＭｓ、－
ＯＴｓ、および－ＯＴｆ（ここで、Ｍｓ、ＴｓおよびＴｆは上に定義された通りである）
から選択され、そしてｎは３から２０の整数である）の十分な量の１つ以上の官能化アル
キル酸または酸ハロゲン化物と第１反応温度で第１反応溶媒中で反応させて１つ以上の多
官能化アルキルエステルおよび第１使用済み反応混合物を提供する工程と、（ｃ）該１つ
以上の多官能化アルキルエステルを十分な量の（メタ）アクリレート塩と十分な量の相間
移動触媒、および第２反応溶媒の存在下に第２反応温度で反応させて１つ以上のポリ（メ
タ）アクリレート－アルキルエステルおよび第２使用済み反応混合物を提供する工程とを
含む。好ましくは、プロセス工程（ｂ）は塩基の使用をさらに含み、そしてＸがＯＨであ
るとき、カルボジイミド脱水剤の使用をさらに含む。工程（ｃ）は好ましくは１つ以上の
ラジカル阻害剤の使用をさらに含む。
【００６０】
　本発明の目的のためには、架橋性または架橋とは、ポリマー化合物の共有結合する能力
または共有結合を意味する。
【００６１】
　本発明の目的のためには、重合性または重合は、ポリマーを形成するためのモノマー化
合物の共有結合する能力または共有結合を意味する。
【００６２】
　硬化とは、コレステリック相の架橋、重合またはロック－インを意味する。本発明にお
いて、硬化は、コレステリック分子の均一な配向をコレステリック層中に固定する。
【００６３】
　ねじれネマチック液晶層および／または組成物は、本明細書に記載される本発明の目的
およびデザインに適合する、任意の通常のやり方で、または通常でないやり方でコートす
る、接着する、または被着することができる。ねじれネマチック液晶組成物を基材に被着
するための好適な通常の方法には、限定せずに、積層および化学接着剤の使用が含まれる
。加えて、ねじれネマチックＩＲ－反射液晶層は、慣例のまたは新規な技法によってポリ
マーシート、ポリマーフィルムまたはガラス基材に直接被着することができる。慣例の技
法の例には、押出または共押出、エアナイフコーティング、バーコーティング、圧搾コー
ティング、含浸、リバース・ロールコーティング、転写ロールコーティング、グラビアコ
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ーティング、キスコーティング、キャスティング、吹き付け、スピンコーティング、また
は凸版印刷、フレキソ印刷、凹版印刷、転写印刷、オフセットまたはスクリーン印刷など
の印刷技法が挙げられるが、それらに限定されない。
【００６４】
　他の実施形態では、ねじれネマチック液晶組成物はフィルムに成形し、そして中間層と
して役立つポリマーシートに被着することができる。
【００６５】
　ＩＲ－反射層は、低粘度または高粘度混合物の形態で、しかし好ましくは低粘度混合物
として基材に被着することができる。この目的のために、コレステリック混合物は、未希
釈のもしくは最小希釈の形態で高温においてまたはさらに希釈した形態で低温において被
着することができる。
【００６６】
　ねじれネマチック液晶混合物および調合物は、基材へのそれらの被着前に任意の好適な
重合性希釈剤で希釈することができる。好適な重合性希釈剤の例には、例えば、２－エト
キシエチルアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、エチレングリコールジ
メタクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメ
タクリレート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアクリレート、フェノキシエチ
ルアクリレート、テトラエチレングリコールジメタクリレート、ペンタエリスリトールテ
トラアクリレートおよびエトキシレート化ペンタエリスリトールテトラアクリレートが挙
げられる。希釈剤の量は、ねじれネマチック相に支障を来さないほど十分に低く保たれる
べきである。
【００６７】
　粘度およびレベリング挙動を調整するために、コレステリック液晶混合物が追加の成分
と混合されることが可能である。例えば、ポリマーバインダーおよび／または重合によっ
てポリマーバインダーへ変換することができるモノマー化合物を用いることが可能である
。好適な化合物の例は、有機溶媒可溶性のポリエステル、セルロースエステル、ポリウレ
タンおよびポリエーテル－またはポリエステル－変性シリコーンをはじめとするシリコー
ンである。セルロースアセトブチレートなどのセルロースエステルを用いることが特に好
ましい。しかしながら、ポリマーバインダーおよび／またはモノマー化合物が本発明で有
用な組成物に含まれる場合、ラミネート透明度および低ヘイズを保つためにねじれネマチ
ック液晶層の非ミセル構造を維持することが望ましい。少量の好適なレベリング剤の添加
もまた有利であるかもしれない。それらを、混合物中のコレステリック液晶の量を基準と
して約０．００５～１重量％、特に０．０１～０．５重量％用いることが可能である。好
適なレベリング剤の例は、グリコール、シリコーン油ならびに、特に、コネチカット州ウ
ォリングフォードのビック－ケミー米国（Ｂｙｋ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＵＳＡ　ｏｆ　Ｗａｌ
ｌｉｎｇｆｏｒｄ，ＣＴ）から名前ビック（Ｂｙｋ）３６１またはビック３５８で入手で
きるアクリレート共重合体、およびバージニア州ホープウェルのデグサ・ゴールドシュミ
ット（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ｏｆ　Ｈｏｐｅｗｅｌｌ，ＶＡ）を経
てデグサＡＧのテゴ・ブランド（Ｔｅｇｏ　ｂｒａｎｄ　ｏｆ　Ｄｅｇｕｓｓａ　ＡＧ）
からテゴ・フロー（Ｔｅｇｏ　Ｆｌｏｗ）ＺＦＳ４６０の名前で入手できる変性されたシ
リコーン－フリーのアクリレートポリマーなどのアクリレートポリマーである。
【００６８】
　コレステリック混合物はまた、ＵＶおよび気候の影響に対抗するための安定剤を含んで
もよい。好適な添加剤の例は、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノンの誘導体、２－シア
ノ－３，３－ジフェニルアクリレートの誘導体、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシ
ベンゾフェノンの誘導体、オルト－ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾールの誘導体、サ
リチル酸エステル、オルト－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジンまたはヒンダードアミ
ンである。これらの物質は単独でかまたは、好ましくは、混合物として用いることができ
る。
【００６９】
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　被着されたＩＲ－反射層は、熱的に、光化学的にまたは電子ビームによって硬化させる
ことができる。硬化は好ましくは、材料がコレステリック相中にあり、そしてコレステリ
ック相を保持している間に行われる。光化学重合のためには、コレステリック混合物は慣
例の市販光開始剤を含んでもよい。電子ビームによる硬化のためには、かかる開始剤は必
要とされない。
【００７０】
　２つ以上の層が被着される場合、それらはそれぞれのケースで被着し、乾燥させ、必要
に応じて、個別に硬化させることができる。しかしながら、被着されるべき層の、２つ以
上、またはすべてを、コートされるべきである物品に一被着手順、ウェット－オン－ウェ
ットで被着して必要に応じて合同乾燥を実施し、次に合同硬化を実施することもまた同様
に可能である。キャスティング技法、特にナイフもしくはバーキャスティング技法、キャ
ストフィルム押出もしくはストリッパーキャスティング技法、およびカスケードキャステ
ィング法がコレステリック層の同時被着に特に好適である。
【００７１】
　本発明のポリマーシートは、生じたラミネートの貫入抵抗を提供するために約１０ミル
（０．２５ｍｍ）より大きい厚さを有する。好ましくは、ポリマーシートは、高められた
貫入抵抗を提供するために約１５ミル（０．３８ｍｍ）以上の厚さを有する。より好まし
くは、ポリマーシートは、さらに大きい高められた貫入抵抗を提供するために約３０ミル
（０．７５ｍｍ）以上の厚さを有する。好ましくは、本発明のラミネート内のポリマーシ
ート成分の総厚さ（ある特定のラミネート内に組み入れられたポリマーシート厚さのすべ
て）は、安全ラミネートの特徴と一般に見なされる十分な貫入抵抗を確実にするために約
３０ミル（０．７５ｍｍ）以上の厚さを有する。
【００７２】
　好適なポリマーシートは商業的に入手可能である。あるいはまた、好適なポリマーシー
トは、押出、カレンダー掛け、溶液キャスティングまたは射出成形などの任意の好適な方
法によって形成されてもよい。本発明のポリマーシートは好ましくは押出によって形成さ
れる。押出は、連続長さとして現れる、フィルムおよびシートなどの、「エンドレス」製
品の形成に特に好ましい。
【００７３】
　大量のシートを製造するためには、シーティングカレンダーが用いられる。粗いフィル
ムは、カレンダー、反対方向に回転し、ポリマーを広げ、そしてそれを必要とされる厚さ
にストレッチする多数の加熱できる平行の円筒形ローラーを含む機械のギャップ中へフィ
ードされる。最後のローラーは、このように生み出されたシートを平滑にする。シートが
テクスチャ加工された表面を有することが必要とされる場合、最終ローラーは適切なエン
ボス化パターンを提供される。あるいはまた、シートは再加熱され、次にエンボス化カレ
ンダーに通されてもよい。カレンダーの次に、１つ以上の冷却ドラムが続く。最後に、仕
上げられたシートはリールに巻かれるかまたは長さにカットされ、積み重ねられる。
【００７４】
　本発明のポリマーシートは平滑な表面を有してもよい。好ましくは、ラミネート内で中
間層として使用されることになるポリマーシートは、空気のほとんどが積層プロセスの間
にラミネートの表面の間から除去されることを効果的に可能にするために粗化表面を有す
る。これは、例えば、上記のように押出後にシートを機械的にエンボス化することによっ
て、またはシートの押出中のメルトフラクチャーによってなどで行われてもよい。例えば
、押し出されたままのシートが、ダイの出口の近くに配置されたダイロールの特別に製造
された表面上に通されてもよく、それは所望の表面特性を溶融ポリマーの１つの面に与え
る。こうして、かかるロールの表面が微小な山または谷を有するとき、その上でキャスト
されたポリマーの形成されたシートは、ロール表面の谷および山のそれぞれ一般に一致す
る粗い表面をロールに接触する面上に有するであろう。この粗い表面は一時的なものであ
るにすぎず、特に積層中に脱空気を容易にする働きをし、その後それは、オートクレーブ
処理および他の積層プロセスと関連した高い温度および圧力で平滑に溶融される。
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【００７５】
　二軸延伸ポリマーシートが好ましい。
【００７６】
　好ましい実施形態では、ポリマーシートは、低角度レーザー光散乱を用いるサイズ排除
クロマトグラフィーによって測定した際に、約３０，０００～約６００，０００、好まし
くは約４５，０００～約３００，０００、より好ましくは約２００，０００～約３００，
０００ダルトン（Ｄａｌｔｏｎ）の平均分子量範囲を有するポリ（ビニルブチラール）を
含む。重量基準で、約５～約３０パーセント、好ましくは約１１～約２５パーセント、よ
り好ましくは約１５～約２２パーセントの、ポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）として計
算されたヒドロキシル基を含むポリ（ビニルブチラール）材料がより好ましい。さらに、
好ましいポリ（ビニルブチラール）材料は、残りがブチルアルデヒドアセタールである状
態で、ポリビニルエステル、典型的にはアセテート基として計算された、約０～約１０パ
ーセント、好ましくは約０～約３パーセントの残存エステル基を含む。ポリ（ビニルブチ
ラール）材料は、米国特許第５，１３７，９５４号明細書に開示されているように、ブチ
ラール以外の、例えば、２－エチルヘキサナールのマイナー量のアセタール基をさらに含
んでもよい。
【００７７】
　本発明の多層ラミネートのポリマーシートでの使用のためのポリ（ビニルブチラール）
樹脂は、水性または溶媒アセタール化によって製造されてもよい。溶媒法では、アセター
ル化は、形成されるポリ（ビニルブチラール）を溶解させ、そしてアセタール化の終わり
に均一溶液を生み出すのに十分な溶媒の存在下に実施される。ポリ（ビニルブチラール）
は、水での固体粒子の沈澱によって溶液から分離され、それは次に洗浄され、乾燥させら
れる。使用される溶媒はエタノールなどの低級脂肪族アルコールである。水性法では、ア
セタール化は、酸触媒の存在下に、およそ約２０℃～約１００℃の温度でポリ（ビニルア
ルコール）の水溶液にブチルアルデヒドを加え、混合物を攪拌して中間体ポリ（ビニルブ
チラール）を細分された形態で沈澱させ、そして反応混合物が所望の終点に進行するまで
加熱しながら攪拌を続行すること、引き続く触媒の中和、ポリ（ビニルブチラール）樹脂
の分離、安定化および乾燥によって実施される。
【００７８】
　好ましい実施形態では、ポリ（ビニルブチラール）材料は可塑剤をさらに含む。可塑剤
の量は、具体的なポリ（ビニルブチラール）樹脂およびラミネートに望まれる特性に依存
する。使用することができる様々な可塑剤は、例えば、米国特許第３，８４１，８９０号
明細書、同第４，１４４，２１７号明細書、同第４，２７６，３５１号明細書、同第４，
３３５，０３６号明細書、同第４，９０２，４６４号明細書、同第５，０１３，７７９号
明細書、およびＰＣＴ公開国際公開第９６／２８５０４号パンフレットに開示されている
ように、当該技術分野で公知である。一般に用いられる可塑剤は多価塩基酸または多価ア
ルコールのエステルである。好ましい可塑剤は、トリエチレングリコールジ－（２－エチ
ルブチレート）、トリエチレングリコールジ－２－エチルヘキサノエート、トリエチレン
グリコールジ－ｎ－ヘプタノエート、オリゴエチレングリコールジ－２－エチルヘキサノ
エート、テトラエチレングリコールジ－ｎ－ヘプタノエート、ジヘキシルアジペート、ジ
オクチルアジペート、ヘプチルおよびノニルアジペートの混合物、ジブチルセバケート、
トリブトキシエチルホスフェート、イソデシルフェニルホスフェート、トリイソプロピル
ホスファイト、オイル変性セバシン酸アルキッドなどの高分子可塑剤、ホスフェートとア
ジペートとの混合物、およびアジペートとアルキルベンジルフタレートとの混合物である
。百部の樹脂当たり一般に約１５～約８０部、好ましくは百部の樹脂当たり約２５～約４
５部の可塑剤が使用される。この後者の濃度が一般に、１７～２５重量パーセントのビニ
ルアルコールを含有するポリ（ビニルブチラール）樹脂で使用される。
【００７９】
　例えば、ガラス硬質層を含む本発明の多層ラミネート実施形態でのポリマーシートの接
着接合をコントロールするための接着コントロール添加剤もまた利用されてもよい。これ
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らの接着コントロール添加剤は一般に、有機および無機酸のアルカリ金属またはアルカリ
土類金属塩である。好ましくは、接着コントール添加剤は、２～１６個の炭素原子を有す
る有機カルボン酸のアルカリ金属またはアルカリ土類金属塩である。より好ましくは、そ
れらは２～１６個の炭素原子を有する有機カルボン酸のマグネシウムまたはカリウム塩で
ある。接着コントロール添加剤の例には、酢酸カリウム、ギ酸カリウム、プロピオン酸カ
リウム、ブタン酸カリウム、ペンタン酸カリウム、ヘキサン酸カリウム、２－エチル酪酸
カリウム、ヘプタン酸カリウム、オクタン酸カリウム、２－エチルヘキサン酸カリウム、
酢酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、プロピオン酸マグネシウム、ブタン酸マグネシウ
ム、ペンタン酸マグネシウム、ヘキサン酸マグネシウム、２－エチル酪酸マグネシウム、
ヘプタン酸マグネシウム、オクタン酸マグネシウム、２－エチルヘキサン酸マグネシウム
およびそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない。接着コントロール添加剤
は典型的には、ポリマーシート組成物の総重量を基準として約０．００１～約０．５重量
パーセントの範囲で使用される。酸化防止剤、紫外線吸収剤、紫外線安定剤、熱安定剤、
および着色剤を含むがそれらに限定されない他の添加剤もまた、ポリビニルブチラール組
成物に添加されてもよい。例えば米国特許第５，１９０，８２６号明細書を参照されたい
。
【００８０】
　本発明の多層ラミネートでの使用のための可塑化ポリ（ビニルブチラール）ポリマーシ
ートは、最初にポリ（ビニルブチラール）樹脂を可塑剤（および場合により、コーティン
グマトリックス材料について上に記載されたような、他の添加剤）と混合し、次に調合物
を、シート造形ダイを通して押し出す、すなわち溶融した可塑化ポリ（ビニルブチラール
）を、形成されつつあるシートと長さおよび幅が実質的に一致する水平に長い、垂直に狭
いダイ開口部を通して推し進めることによって形成されてもよい。押出シートの一面また
は両面上の粗い表面は、例えば、米国特許第４，２８１，９８０号明細書に開示されてい
るように、押出物が通過するダイ開口部のデザインおよびダイ出口表面の温度によって提
供される。押出中のポリ（ビニルブチラール）シート上に粗い表面を生み出すための代わ
りの技法は、ポリマー分子量分布、含水率および溶融温度の１つ以上の仕様およびコント
ロールを含む。かかる技法は、米国特許第２，９０４，８４４号明細書、同第２，９０９
，８１０号明細書、同第３，６７９，７８８号明細書、同第３，９９４，６５４号明細書
、同第４，１６１，５６５号明細書、同第４，２３０，７７１号明細書、同第４，２９２
，３７２号明細書、同第４，２９７，２６２号明細書、同第４，５７５，５４０号明細書
、同第５，１５１，２３４号明細書およびＥＰＯ　０１８５，８６３号明細書に開示され
ている。あるいはまた、押出シートは、溶融ポリマーの１つの面に所望の表面特性を与え
るダイの出口近くに配置されたダイロールの特別に製造された表面上に通されてもよい。
こうして、かかるロールの表面が微小な山および谷を有するとき、その上にキャストされ
たポリマーでできたシートは、それぞれロール表面の谷および山にほぼ一致する粗い表面
をロールと接触する面上に有するであろう。かかるダイロールは、例えば、米国特許第４
，０３５，５４９号明細書に開示されている。公知であるように、この粗い表面は一時的
なものであるにすぎず、積層中に脱酸素を容易にする働きをし、その後それは、オートク
レーブ処理および他の積層プロセスと関連した高い温度および圧力で平滑に溶融される。
【００８１】
　ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂を含むポリマーシートもまた好ましい。本発明
の多層ラミネートでのポリマーシートとしての使用のための好適なポリ（エチレン－コ－
酢酸ビニル）樹脂は、株式会社ブリヂストン（日本国、東京都１０４－８３４０中央区京
橋一丁目１０番１号）、エクソンモービル・コーポレーション（米国、７５０３９－２２
９８、テキサス州アービング、５９５９ラス・コリナス・ブルバード）（ＥｘｘｏｎＭｏ
ｂｉｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（５９５９　Ｌａｓ　Ｃｏｌｉｎａｓ　Ｂｏｕｌｅｖａ
ｒｄ，Ｉｒｖｉｎｇ，Ｔｅｘａｓ，ＵＳＡ，７５０３９－２２９８））、およびイー・ア
イ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニー（米国、１９８９８、デラウェア州
ウィルミントン、１００７マーケット・ストリート）（Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　
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Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ（１００７　Ｍａｒｋｅｔ　Ｓｔｒｅｅｔ，Ｗ
ｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ，１９８９８））（本明細書では以下「デュポン（Ｄ
ｕＰｏｎｔ）」）から商業的に入手可能である。ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂
は好ましくは、総樹脂の重量を基準として約１０～約５０重量パーセント、より好ましく
は約２０～約４０重量パーセント、より好ましくは約２５～約３５重量パーセントの酢酸
ビニルレベルを有する。さらに、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂は他の不飽和コ
モノマーを含んでもよい。他の不飽和コモノマーの例には、メチルアクリレート、メチル
メタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、プロピルアクリレート、
プロピルメタクリレート、イソプロピルアクリレート、イソプロピルメタクリレート、ブ
チルアクリレート、ブチルメタクリレート、イソブチルアクリレート、イソブチルメタク
リレート、第三ブチルアクリレート、第三ブチルメタクリレート、オクチルアクリレート
、オクチルメタクリレート、ウンデシルアクリレート、ウンデシルメタクリレート、オク
タデシルアクリレート、オクタデシルメタクリレート、ドデシルアクリレート、ドデシル
メタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート
、イソボルニルアクリレート、イソボルニルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラ
ウリルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、ポリ（エチレングリ
コール）アクリレート、ポリ（エチレングリコール）メタクリレート、ポリ（エチレング
リコール）メチルエーテルアクリレート、ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメ
タクリレート、ポリ（エチレングリコール）ベヘニルエーテルアクリレート、ポリ（エチ
レングリコール）ベヘニルエーテルメタクリレート、ポリ（エチレングリコール）４－ノ
ニルフェニルエーテルアクリレート、ポリ（エチレングリコール）４－ノニルフェニルエ
ーテルメタクリレート、ポリ（エチレングリコール）フェニルエーテルアクリレート、ポ
リ（エチレングリコール）フェニルエーテルメタクリレート、マレイン酸ジメチル、マレ
イン酸ジエチル、マレイン酸ジブチル、フマル酸ジメチル、フマル酸ジエチル、フマル酸
ジブチル、フマル酸ジメンチル、プロピオン酸ビニル、アクリル酸、メタクリル酸、フマ
ル酸、マレイン酸、無水マレイン酸およびそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定
されない。好ましくは、他の不飽和コモノマーは、メチルアクリレート、メチルメタクリ
レート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレート、グリシジルメタクリレート、アク
リル酸、メタクリル酸およびそれらの混合物からなる群から選択される。好ましくは、本
発明のエチレン共重合体は、組成物の総重量を基準として、約０～約５０重量パーセント
、より好ましくは約０～約２５重量パーセント、より好ましくは約０重量パーセントの他
の不飽和コモノマーを組み入れる。
【００８２】
　上記のポリマーシート材料のように、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂は、熱安
定剤、ＵＶ吸収剤、ＵＶ安定剤、可塑剤、有機過酸化物、接着促進剤およびそれらの混合
物などの添加剤を組み入れてもよい。さらに、上記の可塑剤の任意のものがポリ（エチレ
ン－コ－酢酸ビニル）樹脂で使用されてもよい。好ましい可塑剤の例には、ジオクチルフ
タレート、ジヘキシルアジペート、トリエチレングリコール－ジ－２－エチルブチレート
、ブチルセバケート、テトラエチレングリコールヘプタノエート、トリエチレングリコー
ルジペラルゴネートおよびそれらの混合物などの、多塩基酸エステルおよび多価アルコー
ルエステルが挙げられるが、それらに限定されない。一般に、ポリ（エチレン－コ－酢酸
ビニル）樹脂組成物内の可塑剤レベルは、総組成物の重量を基準として約５重量パーセン
トを超えない。
【００８３】
　ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物のポリマーシートは好ましくは有機過酸
化物をさらに含む。好ましくは、有機過酸化物は、１０時間の半減期で約７０℃以上の熱
分解温度を有する。より好ましくは、有機過酸化物は約１００℃以上の熱分解温度を有す
る。適切な有機過酸化物は、シート形成温度、組成物の調製方法、硬化（接合）温度、接
合されるべき本体の耐熱性、および／または貯蔵安定性に基づいて当業者によって選択さ
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れてもよい。好ましい有機過酸化物の例には、２，５－ジメチルヘキサン－２，５－ジヒ
ドロペルオキシド、２，５－ジメチル－２，５－（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン－３
－ジ－ｔ－ブチルペルオキシド、ｔ－ブチルクミルペルオキシド、２，５－ジメチル－２
，５－ジ（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン、ジクミルペルオキシド、アルファ，アルフ
ァ’－ビス（ｔ－ブチルペルオキシイソプロピル）ベンゼン、ｎ－ブチル－４，４－ビス
（ｔ－ブチルペルオキシ）バレレート、２，２－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）ブタン、
１，１－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）シクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルペル
オキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、ｔ－ブチルペルオキシベンゾエート
、ベンゾイルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシアセテート、メチルエチルケトンペル
オキシド、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）－３，３，５－ト
リメチルシクロヘキサン、１－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）シクロヘキサン、２，５－
ジメチルヘキシル－２，５－ビスペルオキシベンゾエート、ｔ－ブチルヒドロペルオキシ
ド、ｐ－メンタンヒドロペルオキシド、ｐ－クロロベンゾイルペルオキシド、ヒドロキシ
ヘプチルペルオキシド、クロロヘキサノンペルオキシド、オクタノイルペルオキシド、デ
カノイルペルオキシド、ラウロイルペルオキシド、クミルペルオキシオクトエート、コハ
ク酸ペルオキシド、アセチルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシ（２－エチルヘキサノ
エート）、ｍ－トルオイルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシ－イソブチレートおよび
２，４－ジクロロベンゾイルペルオキシドならびにそれらの混合物が挙げられるが、それ
らに限定されない。好ましくは、有機過酸化物レベルは、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニ
ル）樹脂組成物の総重量を基準として、約０．１重量パーセント～約５重量パーセントの
範囲内である。
【００８４】
　ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂が光によって硬化させられる実施形態では、有
機過酸化物は光開始剤または光増感剤で置き換えられる。好ましくは、光開始剤のレベル
は、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物の総重量を基準として、約０．１重量
パーセント～約５重量パーセントの範囲内である。好ましい光開始剤の例には、ベンゾイ
ン、ベンゾフェノン、ベンゾイルメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイ
ンイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ジベンジル、５－ニトロアセ
ナフテン、ヘキサクロロシクロペンタジエン、ｐ－ニトロジフェニル、ｐ－ニトロアニリ
ン、２，４，６－トリニトロアニリン、１，２－ベンズアントラキノン、３－メチル－１
，３－ジアザ－１，９－ベンザンスロンおよびそれらの混合物が挙げられるが、それらに
限定されない。
【００８５】
　ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂を含むポリマーシートは、例えば、機械的強度
、接着性、透明性などの光学的特性、耐熱性、耐光性、架橋の速度などのような、樹脂の
様々な特性の改善または調整のためのアクリロイル（オキシ）基含有化合物、メタクリロ
イル（オキシ）基含有化合物および／またはエポキシ基含有化合物をさらに含んでもよい
。これらの物質は、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物の総重量を基準として
、好ましくは約５０重量パーセント以下のレベルで、より好ましくは約１０パーセン以下
のレベルで、より好ましくは約０．１重量パーセント～約２重量パーセントのレベルで使
用される。アクリロイル（オキシ）およびメタクリロイル（オキシ）基含有化合物の例に
は、アクリル酸またはメタクリル酸のエステルおよびアミドなどの、アクリル酸またはメ
タクリル酸の誘導体が挙げられるが、それらに限定されない。エステル残基の例には、線
状アルキル基（例えば、メチル、エチル、ドデシル、ステアリルおよびラウリル）、シク
ロヘキシル基、テトラヒドロフルフリル基、アミノエチル基、２－ヒドロキシエチル基、
３－ヒドロキシプロピル基、および３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル基が挙げられる
が、それらに限定されない。さらに、エステルには、エチレングリコール、トリエチレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、トリメチロールプロ
パンおよびペンタエリスリトールなどの多価アルコールとのアクリル酸またはメタクリル
酸のエステルが含まれる。例示的なアミドはジアセトンアクリルアミドである。多官能性
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化合物の例には、グリセロール、トリメチロールプロパンまたはペンタエリスリトールな
どの多価アルコールとの複数のアクリル酸またはメタクリル酸のエステルが挙げられる。
エポキシ基含有化合物の例には、トリグリシジルトリス（２－ヒドロキシエチル）イソシ
アヌレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオール
ジグリシジルエーテル、アリルグリシジルエーテル、２－エチルヘキシルグリシジルエー
テル、フェニルグリシジルエーテル、フェノール（エチレンオキシ）サブ－５グリシジル
エーテル、ｐ－第三ブチルフェニルグリシジルエーテル、ジグリシジルアジペート、ジグ
リシジルフタレート、グリシジルメタクリレートおよびブチルグリシジルエーテルならび
にそれら混合物が挙げられる。
【００８６】
　ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂のポリマーシートは、接着強度を高めるための
シランカップリング剤をさらに含んでもよい。好ましいシランカップリング剤の例には、
ガンマ－クロロプロピルメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（ベ
ータ－メトキシエトキシ）シラン、ガンマ－メタクリルオキシプロピルメトキシシラン、
ビニルトリアセトキシシラン、ガンマ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、ガン
マ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキ
シル）エチルトリメトキシシラン、ビニルトリクロロシラン、ガンマ－メルカプトプロピ
ルメトキシシラン、ガンマ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－ベータ－（アミノ
エチル）－ガンマ－アミノプロピルトリメトキシシランおよびそれらの混合物が挙げられ
るが、それらに限定されない。これらのシランカップリング剤物質は、ポリ（エチレン－
コ－酢酸ビニル）樹脂組成物の総重量を基準として、好ましくは約５重量パーセント以下
のレベルで使用され、より好ましくは約０．００１重量パーセント～約５重量パーセント
の範囲内のレベルで使用される。
【００８７】
　本発明に使用されるポリマーシートは可塑剤、加工助剤、流動性向上添加剤、滑剤、顔
料、染料、難燃剤、衝撃改質剤、結晶性を上げるための核剤、シリカなどのブロッキング
防止剤、米国特許第４，３２５，８６３号明細書、同第４，３３８，２４４号明細書、同
第５，１７５，３１２号明細書、同第５，２１６，０５２号明細書、同第５，２５２，６
４３号明細書、同第５，３５６，９６６号明細書、同第５，３６７，００８号明細書、同
第５，３６９，１５９号明細書、同第５，４２８，１６２号明細書、同第５，４２８，１
７７号明細書、同第５，４８８，１１７号明細書、同第５，５１６，９２０号明細書、同
第５，６０７，６２４号明細書、同第５，６１４，５７２号明細書、同第５，６９３，８
２９号明細書、同第５，７７３，６３１号明細書、同第５，８１４，６９２号明細書、同
第６，１４０，３９７号明細書、同第６，５２１，６８１号明細書、同第６，５８６，６
０６号明細書、ＤＥ－Ａ－４３１６６１１号明細書、ＤＥ－Ａ－４３１６６２２号明細書
、ＤＥ－Ａ－４３１６８７６号明細書、ＥＰ－Ａ－０５８９８３９号明細書、およびＥＰ
－Ａ－０５９１１０２号明細書に開示されているものなどの、しかしそれらに限定されな
い熱安定剤、ＵＶ吸収剤、ＵＶ安定剤、分散剤、界面活性剤、キレート剤、カップリング
剤、接着剤、プライマーなどをさらに含んでもよいことが理解される。
【００８８】
　本発明の多層ラミネート品で有用なポリマーフィルムは、任意のポリマーマトリックス
材料から形成されてもよい。好ましくは、ポリマーフィルムは二軸延伸ポリ（エチレンテ
レフタレート）フィルム、酢酸セルロースフィルムまたはポリカーボネートフィルムであ
る。
【００８９】
　好ましくは、ポリマーフィルムの一面または両面がコーティングへのまたはポリマーシ
ートまたは両方への接着性を高めるために処理されてもよい。この処理は、接着剤、シラ
ンなどのプライマー、火炎処理、プラズマ処理、電子ビーム処理、酸化処理、コロナ放電
処理、化学処理、クロム酸処理、熱風処理、オゾン処理、紫外線処理、サンドブラスト処
理、溶媒処理などおよびそれらの組み合わせをはじめとする、当該技術分野で公知の任意
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の形態をとってもよい。
【００９０】
　ポリマーフィルムとポリマーシートとの相違は厚さであるが、いつフィルムがシートに
なるかに関して設定された業界基準は全くない。本発明の目的のためには、フィルムは約
１０ミル（０．２５ｍｍ）以下の厚さを有する。好ましくは、ポリマーフィルムは約０．
５ミル（０．０１２ミリメートル（ｍｍ））～約１０ミル（０．２５ｍｍ）の厚さを有す
る。より好ましくは、本発明に使用されるポリマーフィルムは約１ミル（０．０２５ｍｍ
）～約５ミル（０．１３ｍｍ）の厚さを有する。本発明に使用されるポリマーシートの厚
さは上に記載された。
【００９１】
　本発明のポリマーシートおよびフィルムは当該技術分野で公知の添加剤入りで使用され
てもよいことが理解される。添加剤には、可塑剤、加工助剤、流動性向上添加剤、滑剤、
顔料、染料、難燃剤、衝撃改質剤、結晶性を上げるための核剤、シリカのようなブロッキ
ング防止剤、熱安定剤、ＵＶ吸収剤、ＵＶ安定剤、分散剤、界面活性剤、キレート剤、カ
ップリング剤、接着剤、プライマーなどが含まれてもよい。
【００９２】
　本発明のラミネートで有用な硬質シートは、ガラスまたは、例えば、ポリカーボネート
、アクリル、ポリアクリレート、エチレンノルボルネンポリマーなどの環状ポリオレフィ
ン、メタロセン触媒ポリスチレンなどおよびそれらの組み合わせのような硬質の透明プラ
スチックシートであってもよい。金属またはセラミック板もまた、透明性がラミネートに
必要とされない場合には好適であるかもしれない。
【００９３】
　「ガラス」という用語は、窓ガラス、板ガラス、ケイ酸塩ガラス、シートガラス、およ
びフロートガラスを含むだけでなく、着色ガラス、例えば、ソーラーヒーティングをコン
トロールするための成分を含む特殊ガラス、例えば、日照調整目的のための、銀またはイ
ンジウム・スズ酸化物などの、スパッタード金属でのコーテッドガラスおよび他の特殊ガ
ラスも含むことを意味する。特定のラミネートのために選択されるべきガラスのタイプは
、意図される用途に依存する。
【００９４】
　二分の一波長板は、ＲＨＣＰＬがＬＨＣＰＬに変換される、およびその逆であるような
厚さの任意の複屈折材料で製造することができる。好適な複屈折フィルムおよびシートの
例には、限定せずに、無機単結晶、延伸ポリマーフィルム、またはネマチック液晶フィル
ムが挙げられる。公知のおよび通常の方法を、延伸ポリマーフィルムおよびネマチック液
晶フィルムを製造するために用いることができる。好適な二分の一波長フィルムは商業的
に入手することができる。例えば、ウェイブ・リターダー・フィルム（Ｗａｖｅ　Ｒｅｔ
ａｒｄｅｒ　Ｆｉｌｍ）は、インターナショナル・ポラライザー社、マサチューセッツ州
マールバラ、３２０エルム・ストリート（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｐｏｌａｒｉｚ
ｅｒ，Ｉｎｃ．，３２０　Ｅｌｍ　Ｓｔｒｅｅｔ，Ｍａｒｌｂｏｒｏｕｇｈ，ＭＡ）から
入手することができ、オプチグラフィックス（ＯｐｔｉＧｒａｆｉｘ）TMハーフ・ウェイ
ブ・オプティカル・ライト・リターダー・ベース・フィルム（Ｈａｌｆ　Ｗａｖｅ　Ｏｐ
ｔｉｃａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｒｅｔａｒｄｅｒ　Ｂａｓｅ　Ｆｉｌｍ）は、グラフィックス
TMプラスチックス、オハイオ州クリーブランド、１９４９９マイルス・ロード（Ｇｒａｆ
ｉｘTM　Ｐｌａｓｔｉｃｓ，１９４９９　Ｍｉｌｅｓ　Ｒｄ．，Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ，Ｏ
Ｈ）から入手することができ、そしてマイカ・ウェイブプレーツ（Ｍｉｃａ　Ｗａｖｅｐ
ｌａｔｅｓ）は、カール・ラムブレヒト・コーポレーション、イリノイ州シカゴ、４２０
４Ｎ．リンカーン・アベニュー（Ｋａｒｌ　Ｌａｍｂｒｅｃｈｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ，４２０４　Ｎ．Ｌｉｎｃｏｌｎ　Ａｖｅ．，Ｃｈｉｃａｇｏ，ＩＬ）から商業的に入
手可能である。
【００９５】
　吸収層が多層ラミネートの一部を構成してもよい。多層ラミネート品の吸収層は不連続
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フィルムの形態にあってもよい。他の実施形態では、吸収層は、ねじれネマチック液晶層
、ポリマーシート、ポリマーフィルムおよび硬質シートの１つ以上におけるコーティング
の形態であってもよい。さらに他の実施形態では、吸収層は、ねじれネマチック液晶層、
ポリマーシート、ポリマーフィルムおよび硬質シートの１つ以上の中へ組み入れられても
よい。
【００９６】
　本発明に使用される吸収材料は、無機赤外線吸収剤、有機赤外線吸収剤、またはそれら
の組み合わせを組み入れてもよい。赤外線吸収材料は、本明細書で用いるところでは、７
５０ｎｍ～２１００ｎｍに吸収スペクトルで極大を有する吸収材料を意味する。本発明の
吸収材料は、所望のスペクトル吸収特性を提供するために必要とされるだけ多くの吸収化
合物を含んでもよい。無機赤外線吸収材料のナノ粒子は、吸収層を形成するのに特に有用
である。これらの無機赤外線吸収粒子は、約２００ナノメートル（ｎｍ）未満の、好まし
くは約１００ｎｍ未満の、より好ましくは約５０ｎｍ未満の、より好ましくは約３０ｎｍ
未満の、最も好ましくは約１ｎｍ～約２０ｎｍの範囲内の公称粒径を有する。小さな粒径
は、赤外線吸収ナノ粒子の高い屈折率ならびに本明細書で考えられるその用途内での透明
度およびヘイズとのそれらの関係のために必要とされる。吸収材料の例は米国特許第６，
５７９，６０８号明細書に見いだされる。無機赤外線吸収粒子は、耐水性、熱酸化安定性
、および分散性などの特性を改善するために、例えば、シラン化合物、チタン化合物また
はジルコニア化合物で表面処理されてもよい。
【００９７】
　好ましくは、無機赤外線吸収ナノ粒子は、アンチモンドープド酸化スズ、スズドープド
酸化インジウム、六ホウ化ランタン（ＬａＢ6）、およびそれらの組み合わせからなる群
から選択される。アンチモンを含有する酸化スズ・ナノ粒子については、アンチモン・レ
ベルは、アンチモン・スズ酸化物の総重量を基準として、好ましくは約０．１重量パーセ
ント～約２０重量パーセントの範囲に、より好ましくは約５重量パーセント～約１５重量
パーセントの範囲に、最も好ましくは約８重量パーセント～約１０重量パーセントの範囲
にある。スズを含有する酸化インジウム・ナノ粒子については、スズ・レベルは、（Ｓｎ
＋Ｉｎ）原子の合計を基準として好ましくは約１～約１５原子パーセント、より好ましく
は約２～約１２原子パーセントの範囲にある、すなわち、モル比Ｓｎ／（Ｓｎ＋Ｉｎ）で
のスズ含有率は好ましくは約０．０１～約０．１５、より好ましくは約０．０２～約０．
１２である。
【００９８】
　上に開示されたように、無機赤外線吸収粒子は、本発明の多層ラミネートの別の層へ組
み入れられてもよい。一般に、無機赤外線吸収粒子は、有機または無機であってもよいマ
トリックス樹脂内に組み入れられる。マトリックス材料は、高ポリマー、反応性オリゴマ
ー、反応性プレポリマー、反応性モノマーまたはそれらの混合物を含んでもよい。好まし
くは、マトリックス材料は透明である。
【００９９】
　インジウム・スズ酸化物でコートされたポリマーフィルムの形態でのマトリックス材料
は、株式会社巴川製紙所（日本国、東京）から商業的に入手可能である。アンチモン・ス
ズ酸化物（ＡＴＯ）でコートされたポリマーフィルムの形態でのマトリックス材料は、日
本国、東京の住友大阪セメント株式会社から商業的に入手可能である。六ホウ化ランタン
（ＬａＢ6）ナノ粒子を組み入れているポリマーフィルムの形態でのマトリックス材料は
、住友金属鉱山株式会社（日本国、東京）から商業的に入手可能である。
【０１００】
　本発明の多層ラミネートで有用な吸収材料はまた、ポリメチン染料、アミニウム（ａｍ
ｍｉｎｉｕｍ）染料、イミニウム（ｉｍｍｉｎｉｕｍ）染料、ジチオレン型染料およびリ
レン（ｒｙｌｅｎｅ）型、フタロシアニン型、およびナフタロシアニン型染料および顔料
、ならびにそれらの組み合わせを含むが、それらに限定されない有機赤外線吸収剤を含ん
でもよい。
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【０１０１】
　吸収材料がねじれネマチック反射材料と同じ層中に置かれないケースでは、ねじれネマ
チック反射体は、放射線の反射されたおよび吸収された帯域が重複するケースで、重複し
た帯域が吸収されるよりむしろ反射されるであろうように、本発明の多層ラミネートが使
用される建物または構造体のより外側の方にある、吸収層の外側にある層に置かれること
が好ましい。グレージングは、吸収剤がグレージングの外側面上にあるケースほど多く暖
まらないであろうから、これはグレージングを通過するエネルギーの量の減少につながる
。
【０１０２】
　接着剤およびプライマーが、当該技術分野で一般に公知であるように、必要に応じて、
ラミネート層間の接合強度を高めるために使用されてもよい。当業者は、本発明で接着剤
またはプライマーを使用することの望ましさを考えるであろう。例えば、シランカップリ
ング剤が、本発明の層間の接着性を高めるためにフィルムおよびシートに塗布されてもよ
い。有用なシランカップリング剤の具体的な例は、ガンマ－グリシドキシプロピルトリメ
トキシシラン、またはガンマ－アミノプロピルトリエトキシシランである。典型的には、
前記シランカップリング剤は、フィルムまたはシート組成物の総重量を基準として約０．
０１～約５重量パーセントのレベルで添加される。好ましいプライマーの例はポリアリル
アミンである。接着剤の例はエポキシおよびシロキサン樹脂である。
【０１０３】
　幾つかの接着剤およびプライマーの使用は、ねじれネマチック材料のピーク反射の波長
を意外にも変えることができる。例えば、幾つかのエポキシ樹脂調合物がねじれネマチッ
クフィルムの表面に塗布され、そしてその後高温で硬化させられるとき、ピーク反射の波
長はより長い波長に移動するかもしれない。加えて、幾つかのエポキシ樹脂は、ピーク反
射の波長の実質的な変化を全くもたらさない室温で硬化させられるとき、その後の熱処理
でより長いまたはより短い波長に移動することができる。最後に、完成ラミネートを形成
するための加工は、材料を十分に接合して安定なラミネートを形成するために高温を必要
とするので、ピーク反射の波長の幾らかの変化がときどきこの加工の結果として同様に見
られる。３０ｎｍのおよび５０ｎｍおよび１００ｎｍほどにも大きいシフトが観察された
。ピーク反射の波長のシフトを引き起こし得る接着剤またはプライマーの例は、コネチカ
ット州ロッキー・ヒルのヘンケル－ロックタイト・コーポレーション（Ｈｅｎｋｅｌ－Ｌ
ｏｃｔｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒｏｃｋｙ　Ｈｉｌｌ，ＣＴ）から入手
可能な、ハイソール（Ｈｙｓｏｌ）TMＥ－０５ＣＬ二液型エポキシである。ピーク反射の
波長の最小シフトを引き起こすかもしれない接着剤またはプライマーの例は、コネチカッ
ト州フェアフィールドのジェネラル・エレクトリック・カンパニー（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ｏｆ　Ｆａｉｒｆｉｅｌｄ，ＣＴ）製のＲＴＶ－１０
８、シロキサン樹脂材料である。
【０１０４】
　本発明のラミネート品の製造方法は多くの形態をとってもよい。ねじれネマチック液晶
層でコートされたポリマーフィルムに積層されたポリマーシートの形態での本発明の多層
ラミネート品の一製造方法は次の通りである。ポリマーシートは、ねじれネマチック液晶
付きフィルムにニップロール接合法によって軽く接合させられてもよい。かかる方法では
、ねじれネマチック液晶付きポリマーフィルムがロールから供給され、そして最初にテン
ションロールを通過する。ねじれネマチック液晶付きフィルムは、オーブンなどの加熱ゾ
ーンを通過させることによって緩やかな加熱にさらされてもよい。ポリマーシートはまた
ロールから供給されてもよく、そして最初にテンションロールを通過する。ポリマーシー
トは、オーブンなどの加熱ゾーンを通過させることによって緩やかな加熱にさらされても
よい。加熱は、一時的な融合接合を促進するのに、すなわち、ポリマーシートまたはポリ
マーフィルムの表面を粘着性にならせるのに十分な温度までであるべきである。好適な温
度は、好ましい表面温度が約６５℃に達する状態で、約５０℃～約１２０℃の範囲内であ
る。ねじれネマチック液晶付きフィルムは、ポリマーシートと一緒にニップロールを通し
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てフィードされ、ニップロールで２つの層は、穏やかな圧力下に一緒に合体させられて弱
く接合したラミネートを形成する。必要に応じて、ニップロールは接合プロセスを促進す
るために加熱されてもよい。ニップロールによってもたらされる接合圧力は、フィルム材
料、ポリマー材料、および用いられる温度で変わってもよい。一般に、接合圧力は、約１
０ｐｓｉ（０．７ｋｇ／ｃｍ2）～約７５ｐｓｉ（５．３ｋｇ／ｃｍ2）の範囲内であろう
し、好ましくは約２５ｐｓｉ（１．８ｋｇ／ｃｍ2）～約３０ｐｓｉ（２．１ｋｇ／ｃｍ2

）の範囲内である。ねじれネマチック液晶ラミネートを組み入れるポリマーシート／フィ
ルムの張力は、アイドラロールの通過によってコントロールされる。ロールアセンブリを
通しての典型的なライン速度は、１分当たり約５フィート（１．５ｍ）～約３０フィート
（９．２ｍ）の範囲内である。速度および張力の適切なコントロールは、ねじれネマチッ
ク液晶付きフィルムのしわを最小限にする傾向がある。接合後に、ラミネートは、ロール
に巻き取られるラミネートが粘着性でないことを確実にする一連の冷却ロールに通される
。プロセス水冷却が一般にこの目的を達成するのに十分である。システム内の張力は、ア
イドラロールの使用によってさらに維持されてもよい。この方法によって製造されたラミ
ネート品は、このラミネートをカプセル化する、ガラスラミネートなどの、さらなるラミ
ネート品を製造するかもしれない積層業者による取り扱いを可能にするのに十分な強度を
有するであろう。
【０１０５】
　本ラミネート品は、通常のまたは通常でないオートクレーブ法によって形成されてもよ
い。典型的な通常のオートクレーブ法では、ガラスシートと、ポリマーシート、ねじれネ
マチック液晶付きポリマーフィルム（コートされた層のかフィルムのかどちらかの形態で
の）、第２ポリマーシートからなる中間層と、第２ガラスシートとは、空気を除去するた
めに、熱および圧力および減圧（例えば、約２７～２８インチ（６８９～７１１ｍｍ）Ｈ
ｇの範囲の）下に一緒に積層される。好ましくは、ガラスシートは洗浄され、そして乾燥
された。典型的なガラスは９０ミル厚さの焼きなましフラットガラスである。典型的には
、本発明の中間層、すなわちポリマーシート、ねじれネマチック液晶付きポリマーフィル
ム、および第２ポリマーシートは、２つのガラス板の間に配置されてガラス／中間層／ガ
ラス・アセンブリを形成する。この段階での積層品は「プレス前アセンブリ」と呼ばれる
。このプレス前アセンブリは、真空を持続することができるバッグ（「真空バッグ」）中
へ入れられる。空気は、真空ラインまたは真空にひく他の手段を真空バッグに用いて真空
バッグから引き出される。真空バッグは、真空を維持しながらシールされる。シールされ
たバッグは、オートクレーブ中に約１３０℃～約１８０℃の温度で、約２００ｐｓｉ（１
５バール）の圧力で約１０～約５０分間入れられる。好ましくは、バッグは、約１２０℃
～約１６０℃の温度で２０分～約４５分間オートクレーブ処理される。より好ましくは、
バッグは、約１３５℃～約１６０℃の温度で２０分～約４０分間オートクレーブ処理され
る。さらにより好ましくは、バッグは、約１４５℃～約１５５℃の温度で２５分～約３５
分間オートクレーブ処理される。真空リングが真空バッグに置き換えられてもよい。
【０１０６】
　あるいはまた、他の方法が本発明のラミネート品を製造するために用いられてもよい。
ガラス／中間層／ガラス・アセンブリ内に捕捉されたいかなる空気も、ニップロール・プ
ロセスによって除去されてもよい。例えば、ガラス／中間層／ガラス・アセンブリは、オ
ーブン中で約８０℃～約１２０℃、好ましくは約９０℃～約１００℃で約３０分間加熱さ
れてもよい。その後、加熱されたガラス／中間層／ガラス・アセンブリは、ガラスおよび
中間層間の隙間中の空気が追い出されるようにニップロール一式に通され、そしてアセン
ブリのエッジはシールされる。
【０１０７】
　このアセンブリは次に空気オートクレーブに入れられてもよく、そこで温度は約１２０
℃～約１６０℃、好ましくは約１３５℃～約１６０℃に、そして圧力は約１００ｐｓｉｇ
～約３００ｐｓｉｇ、好ましくは約２００ｐｓｉｇ（１４．３バール）に上げられる。こ
れらの条件は約１５分間～約１時間、好ましくは約２０分～約５０分間維持され、その後
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、空気は、追加の空気がオートクレーブに全く加えられないまま冷却される。約２０分の
冷却後に、過剰の空気圧はガス抜きされ、そしてラミネートはオートクレーブから取り出
される。
【０１０８】
　上記のように、本発明のラミネート品は、他のポリマーシート、他のコートされたまた
はコートされていないポリマーフィルム、二分の一波長板および吸収層などの追加の層を
含んでもよい。
【０１０９】
　次の実施例は、本発明をさらに詳細に説明するために提供される。本発明を実施するた
めに現在考えられる好ましい形態を示すこれらの実施例は、本発明を例示するためのもの
であり、本発明を限定するものではない。
【実施例】
【０１１０】
標準配向層被着手順
　ガラス板を、超音波浴中の水およびミクロ－９０（Ｍｉｃｒｏ－９０）クリーニング液
の溶液入りビーカー中にそれらを入れることによってきれいにした。超音波処理の後、そ
れらを脱イオン水でリンスし、タオルで乾燥させた。
【０１１１】
　４グラムのピラリン（Ｐｙｒａｌｉｎ）（登録商標）ＰＩ２５５５を、１２グラムの溶
媒シンナーＴ９０３９と混合した（両方ともニュージャージー州パーリンのＨＤマイクロ
システムズ（ＨＤ　Ｍｉｃｒｏｓｙｓｔｅｍｓ　ｏｆ　Ｐａｒｌｉｎ，ＮＪ）製）。ヘッ
ドウェイ・リサーチ（Ｈｅａｄｗａｙ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ）ＰＷＭ３２スピン・コーター
（Ｓｐｉｎ　Ｃｏａｔｅｒ）を用いてガラス基材をポリイミド溶液でコートした。ガラス
板をイソプロピルアルコールでリンスし、ポリイミド溶液を塗布する前に乾燥するまで回
転させた。ポリイミド溶液を塗布し、次のプログラムに従って回転させた：５００ＲＰＭ
で５秒間、次に２０００ＲＰＭで５秒間、次に５０００ＲＰＭで３０秒間。ガラス板を次
にホットプレート上に１２０℃で１分間、引き続き第２ホットプレート上に１５０℃で１
分間置いてポリイミドをソフトベーキングした。ポリイミドを、コーテッド基材をアルミ
ニウム・パンに入れ、そして箱形炉中空気中でそれらを加熱することによって最終的に硬
化させた。炉を５℃／分で室温から２００℃まで昇温させ、次に２００℃に３０分間保持
し、次に冷却するようプログラムした。この処理の後、箱形炉を１０ｓｌｐｍの流量で窒
素パージし、炉を次のプログラムを用いて加熱した：４℃／分で室温（ＲＴ）から２００
℃まで、２００℃に３０分間保持し、次に２．５℃／分で２００℃から３００℃まで昇温
し、次に３００℃に６０分間保持した。ガラス板をオーブン中で２時間１０分間で８８℃
まで放冷し、オーブンから取り出した。
【０１１２】
標準基材－研摩手順
　研摩プロセスを、平面テクスチャの形成を確実にするために、直接にポリ（エチレンテ
レフタレート）フィルム上、および配向層の被着後およびコーティング液の塗布前にガラ
ス板上の両方で用いた。各基材を、穏やかな手圧下に２．７５インチ×５．５インチのブ
ロック上に取り付けられた吉川化工株式会社から入手可能なラビング布（Ｒｕｂｂｉｎｇ
　Ｃｌｏｔｈ）ＹＡ－２５－Ｃを用いて同じ方向に２０回研摩した。
【０１１３】
標準積層手順
　ラミネート中の層すべてを同じサイズにカットし、そして所望の順に積み重ねたプレス
前アセンブリを真空バッグ中へ入れ、９０～１００℃で３０分間加熱してプレス前アセン
ブリの層間に包含されるいかなる空気も取り除く。プレス前アセンブリを２００ｐｓｉｇ
（１４．３バール）の圧力の空気オートクレーブ中１３５℃で３０分間加熱する。空気を
次に、オートクレーブ中の圧力が低下するように、追加ガスを加えることなく冷却する。
空気温度が約５０℃未満である２０分の冷却後に、過剰の圧力をガス抜きし、ラミネート



(27) JP 2008-542065 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

をオートクレーブから取り出す。
【０１１４】
調製実施例ＰＥ１
　組成構造
【０１１５】
【化８】

【０１１６】
　（ここで、Ｒ1はＨであり、Ａは－（（ＣＨ2）5）－である）の４８重量部のコレステ
リックエステル化合物、上に示された同じ組成構造（ここで、Ｒ1はＨであり、Ａは－（
（ＣＨ2）2）－Ｏ－である）の４８重量部のコレステリックエステル化合物、３重量部の
トリメチロールプロパントリアクリレート、および１重量部のイルガキュア（Ｉｒｇａｃ
ｕｒｅ）TM６５１光開始剤（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ、スイス国バーゼル（Ｃ
ｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎ
ｄ）からなる組成物を一緒に混合して無色の溶液を形成する。生じた溶液を、研摩した配
向層処理された無色透明の焼きなましフロートガラス板基材（６インチ×１２インチ×２
．５ｍｍ厚さ）上へドクターナイフコーティングを用いてコートする。コーティングを、
コートされた面をランプの方に向けて４５０ワット水銀蒸気ランプに該材料を３０秒間露
光させることによって硬化させる。結果は、ガラス上の非ミセルのねじれネマチック液晶
層である。
【０１１７】
調製実施例ＰＥ２
　ＰＥ１の無色溶液を、研摩した二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム基材
（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）上へドクターナイフコーテ
ィングを用いてコートする。コーティングを、コートされた面をランプの方に向けて４５
０ワット水銀蒸気ランプに該材料を３０秒間露光させることによって硬化させる。結果は
、二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液
晶層である。
【０１１８】
調製実施例ＰＥ３
　ＰＥ１の無色溶液を、研摩した火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィ
ルム基材（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）上へドクターナイ
フコーティングを用いてコートする。コーティングを、コートされた面をランプの方に向
けて４５０ワット水銀蒸気ランプに該材料を３０秒間露光させることによって硬化させる
。結果は、火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのね
じれネマチック液晶層である。
【０１１９】
調製実施例ＰＥ４
　ＰＥ１の無色溶液を、単一面ポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタ
レート）フィルム基材（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）の研
摩した下塗りしていない面上へドクターナイフコーティングを用いてコートする。コーテ
ィングを、コートされた面をランプの方に向けて４５０ワット水銀蒸気ランプに該材料を
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３０秒間露光させることによって硬化させる。結果は、ポリアリルアミン下塗り二軸延伸
ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層である
。
【０１２０】
調製実施例ＰＥ５
　ＰＥ１に示す組成構造（ここで、Ｒ1はＨであり、Ａは－（（ＣＨ2）5）－である）の
４８重量部のコレステリックエステル化合物、上に示された同じ組成構造（ここで、Ｒ1

はＨであり、Ａは－（（ＣＨ2）6）－Ｏ－である）の４８重量部のコレステリックエステ
ル化合物、３重量部のトリメチロールプロパントリアクリレート、および１重量部のイル
ガキュアTM６５１光開始剤からなる組成物を一緒に混合して無色の溶液を形成する。生じ
た溶液を、研摩した配向層処理された無色透明の焼きなましフロートガラス板基材（６イ
ンチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）上へドクターナイフコーティングを用いてコートす
る。コーティングを、コートされた面をランプの方に向けて４５０ワット水銀蒸気ランプ
に該材料を３０秒間露光させることによって硬化させる。結果は、ガラス上の非ミセルの
ねじれネマチック液晶層である。
【０１２１】
調製実施例ＰＥ６
　ＰＥ５の無色溶液を、研摩した二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム基材
（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）上へドクターナイフコーテ
ィングを用いてコートする。コーティングを、コートされた面をランプの方に向けて４５
０ワット水銀蒸気ランプに該材料を３０秒間露光させることによって硬化させる。結果は
、二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液
晶層である。
【０１２２】
調製実施例ＰＥ７
　ＰＥ５の無色溶液を、単一面ポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタ
レート）フィルム基材（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）の研
摩した下塗りしていない面上へドクターナイフコーティングを用いてコートする。コーテ
ィングを、コートされた面をランプの方に向けて４５０ワット水銀蒸気ランプに該材料を
３０秒間露光させることによって硬化させる。結果は、ポリアリルアミン下塗り二軸延伸
ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層である
。
【０１２３】
調製実施例ＰＥ８
　キラル分子でドープされたネマチック液晶からなるねじれネマチック組成物は、次の物
質を次の割合、４３．８重量部の成分１、１９．５重量部の成分２、２５．２重量部の成
分３、１０重量部の成分４、１重量部のイルガキュア（登録商標）３６９光開始剤、およ
び０．５重量部のＦＣ１７１（３Ｍ、米国ミネソタ州セントポール（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕ
ｌ，ＭＮ，ＵＳＡ））で混合するときに製造される。生じた溶液を、研摩した配向層処理
されたフロートガラス板基材上へ巻き線型バーを用いてコートする。溶液を６０℃で３０
秒間アニールし、その後、窒素雰囲気下のままで、コートされた面をランプの方に向けて
平方センチメートル当たり１３ｍＷの強度で１分間の３６０ｎｍＵＶ放射線への露光によ
って重合させる。結果は、ガラス上の非ミセルのねじれネマチック液晶層である。
【０１２４】
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【化９】

【０１２５】
調製実施例ＰＥ９
　ＰＥ９は、１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有し、そして無色透明の焼きなましフロ
ートガラス板基材（１インチ×３インチ×１ｍｍ厚さ）上へコートされた、硬化した非ミ
セルのねじれネマチック・ソーラー・コントロール・フィルム（Ｓｏｌａｒ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｆｉｌｍ）（チェリックス・テクノロジーズ社、米国カリフォルニア州９４０８５
、サニーベイル、５２０マーキュリードライブ（Ｃｈｅｌｉｘ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅ
ｓ　Ｃｏｒｐ．，５２０　Ｍｅｒｃｕｒｙ　Ｄｒｉｖｅ，Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，ＣＡ　９
４０８５，ＵＳＡ））を含む。
【０１２６】
調製実施例ＰＥ１０
　硬化した多層フィルムが１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有するように調合された、
ねじれネマチックフィルム前駆体溶液を、次の方法を用いて製造する。４つのコレステリ
ック混合物を、化合物１および２を表１に示す比で組み合わせることによって製造する。
セルロースアセトブチレートを各コレステリック混合物に、層化を改善するためにコレス
テリック混合物の重量を基準として０．８重量％の濃度で加え、生じた混合物を酢酸ブチ
ルに溶解させる。光開始剤２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニルホスフィンオ
キシドを、コレステリック混合物の重量を基準として１．５重量％の濃度で各溶液に加え
る。各溶液を順繰りに、研摩した二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムに３
０マイクロメートルの湿ったフィルム厚さにドクターブレードで塗布し、その後のサブ層
の被着前に紫外（ＵＶ）線源を用いて光化学的に架橋させる。４つのサブ層からなる複合
非ミセルのねじれネマチック液晶層を二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム
基材（６インチ×１２インチ×４ミル（０．００４インチ）厚さ）上へコートして二軸延
伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上に１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有す
る非ミセルのねじれネマチック液晶層を提供する。
【０１２７】
　　　　　　　　　　　　　　　　表１

【０１２８】
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【化１０】

【０１２９】
調製実施例ＰＥ１１
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を製造するためのコーティング溶液を、構造Ａ～Ｄ
（上に示す）の化合物およびイルガキュア（登録商標）１８４光開始剤を使用することに
よって調製した。下の表に示す量の原料を２０ｍｌ塩化メチレン中で組み合わせ、室温で
１０分間撹拌し、その後０．４５ミクロン媒体で５つの別個のバイアル中へ濾過した。塩
化メチレンを減圧下に除去した。その後、２ｍｌの１－メトキシ－２－プロパノール（シ
グマ－アルドリッチ・コーポレーション、ミズーリ州セントルイス（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄ
ｒｉｃｈ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｓｔ．Ｌｏｉｕｓ，ＭＯ））を各バイアルに加え、
使用するまで撹拌した。
【０１３０】

【０１３１】
調製実施例ＰＥ１２
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を製造するためのコーティング溶液を、８ｍｌ塩化
メチレンを使用したことを除いてＰＥ１１に記載した手順および下の表に示す量の原料を
本質的に用いて調製した。塩化メチレンを減圧下に除去した後、１．０ｇの生じた混合物
を２ミリリットルのキシレンに溶解させた。
【０１３２】

【０１３３】
調製実施例ＰＥ１３
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を製造するためのコーティング溶液を、４ｍｌ塩化
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メチレンを使用したことを除いてＰＥ１１に記載した手順および下の表に示す量の原料を
本質的に用いて調製した。
【０１３４】

【０１３５】
調製実施例ＰＥ１４
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を製造するためのコーティング溶液を、ＰＥ１１に
記載した手順および下の表に示す量の原料を本質的に用いて調製した。塩化メチレンを減
圧下に除去した後、１．０ｇの生じた混合物を０．６ミリリットルのキシレンに溶解させ
た。
【０１３６】

【０１３７】
調製実施例ＰＥ１５
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を、研摩したマイラー（Ｍｙｌａｒ）（登録商標）
４００Ｄフィルム上へＰＥ１１で調製した溶液を使用してコートした。研摩工程後にガラ
ス板に依然として付着したマイラー（登録商標）フィルムを、テープを使用してガラスに
貼り付けた。約０．２５ミリリットルのコーティング溶液をマイラー（登録商標）フィル
ムに塗布した。コーティング溶液を、ブレード高さで約１ミルにセットしたガーダコ・ア
ジャスタブル・マイクロメートル・フィルム・アプリケーターＡＰ－Ｍ０７（ポール　Ｎ
．ガードナー社、フロリダ州ポムパノ・ビーチ）（Ｇａｒｄｃｏ　Ａｄｊｕｓｔａｂｌｅ
　Ｍｉｃｒｏｍｅｔｅｒ　Ｆｉｌｍ　Ａｐｐｌｉｃａｔｏｒ　ＡＰ－Ｍ０７（Ｐａｕｌ　
Ｎ．Ｇａｒｄｎｅｒ　Ｃｏ．，Ｉｎｃ．，Ｐｏｍｐａｎｏ　Ｂｅａｃｈ，ＦＬ））を用い
て手動でフィルム上に広げた。コーティング直後に、マイラー（登録商標）フィルムをホ
ットプレートに移し、６０℃で２分間乾燥させた。コートしたマイラー（登録商標）フィ
ルムを次に室温テーブル表面に移し、１分当たり２．５リットルの窒素パージを備え付け
た４．３／４インチ×４．３／４インチ×１．７／８インチ石英箱でカバーした。２分間
パージした後、サンプルを長波長の紫外線ランプ（ブラック－レイ・モデルＢ１００、ミ
ネラロジカル・リサーチ・カンパニー、カリフォルニア州サンノゼ（Ｂｌａｋ－Ｒａｙ　
Ｍｏｄｅｌ　Ｂ１００）、Ｍｉｎｅｒａｌｏｇｉｃａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ，Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ））からの照射によって硬化させた。バリアン・キャリー
（Ｖａｒｉａｎ　Ｃａｒｙ）５０００紫外／可視／近赤外分光計を用いて反射率を測定し
た。硬化したフィルムの最大反射率は約６７０ｎｍの波長λ0で現れた。
【０１３８】
調製実施例ＰＥ１６
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を、研摩したマイラー（登録商標）フィルム上へ、
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ＰＥ１２で調製したコーティング溶液をＰＥ１１で調製したものの代わりに使用したこと
を除いてＰＥ１５に記載したように本質的にコートした。硬化したフィルムの最大反射率
は約７９０ｎｍの波長λ0で現れた。
【０１３９】
調製実施例ＰＥ１７
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を、研摩したマイラー（登録商標）フィルム上へ、
ＰＥ１３で調製したコーティング溶液をＰＥ１２で調製したものの代わりに使用したこと
を除いてＰＥ１５に記載したように本質的にコートし、巻き線型コーティングバー（＃０
１２、Ｒ．Ｄ．スペシャルティーズ（Ｒ．Ｄ．Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ））を用いてコー
ティング溶液を広げた。硬化したフィルムの最大反射率は約７６０ｎｍの波長λ0で現れ
た。
【０１４０】
調製実施例ＰＥ１８
　非ミセルのねじれネマチック液晶層を、研摩したマイラー（登録商標）フィルム上へ、
ＰＥ１４で調製したコーティング溶液をＰＥ１３で調製したものの代わりに使用したこと
を除いてＰＥ１７に記載したように本質的にコートした。硬化したフィルムの最大反射率
は約６９０ｎｍの波長λ0で現れた。これは、ＰＥ１７で製造したものと反対の左右像の
非ミセルのねじれネマチック液晶層である。
【０１４１】
調製実施例ＰＥ１９
　ＰＥ１７に記載したように本質的に製造した非ミセルのねじれネマチック液晶層でコー
トされたマイラー（登録商標）フィルムの３×６インチ片を半分にカットした。２つの３
×３インチ片をコーテッド基材の１エッジに沿ってテープで貼り合わせて蝶番を形成した
。コートされた面が互いに向き合った。二液型エポキシ（ハイソール（登録商標）Ｅ－３
０ＣＬ、ロックタイト社（Ｌｏｃｔｉｔｅ　Ｃｏｒｐ．））をビーズとして回転端でフィ
ルム間に塗布し、回転片を非コーテッドマイラー（登録商標）４００Ｄの２つの８×１０
インチ片の間に入れた。このアセンブリをゴム－ロール積層機（ＧＢＣ３５００プロ・シ
リーズ・ラミネーター（ＧＢＣ　３５００　Ｐｒｏ　Ｓｅｒｉｅｓ　Ｌａｍｉｎａｔｏｒ
）、ＧＢＣ、イリノイ州アジソン（Ａｄｄｉｓｏｎ，ＩＬ））によって処理してアセンブ
リの蝶番端がアセンブリの残部の前にニップに入る状態で２つのコートされた面間に接着
剤を均一に広げた。アセンブリを次に一晩硬化させた。非コーテッドマイラー（登録商標
）４００Ｄの２つの８×１０インチ片を除去して液晶スタック、すなわち、液晶ポリマー
層でコートされたマイラー（登録商標）フィルム／接着剤／マイラー（登録商標）フィル
ム上にコートされた液晶ポリマー層を後に残した。液晶スタックの最大反射率の波長λ0

は約７６０ｎｍで変わらなかった。
【０１４２】
調製実施例ＰＥ２０
　この調製実施例は、コートされた面が互いに対面しない、すなわち、マイラー（登録商
標）のコートされていない面が向き合った状態で、コーテッドフィルムの２つの半分を組
み立てたことを除いてＰＥ１９に記載したように本質的に実施した。液晶スタック、すな
わち、マイラー（登録商標）フィルム上にコートされた液晶ポリマー層／接着剤／液晶ポ
リマー層でコートされたマイラー（登録商標）フィルムの最大反射率の波長λ0は約７６
０ｎｍで変わらなかった。
【０１４３】
調製実施例ＰＥ２１
　この調製実施例は、一方のコートされた面が他方のコートされていない面に向き合った
状態で、コーテッドフィルムの２つの半分を組み立てたことを除いてＰＥ１９に記載した
ように本質的に実施した。液晶スタック、すなわち、マイラー（登録商標）フィルム上に
コートされた液晶ポリマー層／接着剤／マイラー（登録商標）フィルム上にコートされた
液晶ポリマー層の最大反射率の波長λ0は約７６０ｎｍで変わらなかった。
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【０１４４】
調製実施例ＰＥ２２
　この調製実施例は、テープで貼り合わせたフィルムがＰＥ１６に記載したように本質的
に製造した非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされた３×６インチのマイラー（
登録商標）フィルムおよびＰＥ１７に記載したように本質的に製造した類似のフィルムで
あったことを除いてＰＥ１９に記載したように本質的に実施した。生じた液晶スタックは
２つの反射率ピークを有し、その位置は元のコーテッドフィルムと変わらなかった。
【０１４５】
調製実施例ＰＥ２３
　この調製実施例は、テープで貼り合わせたフィルムがＰＥ１５に記載したように本質的
に製造した非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされた３×６インチのマイラー（
登録商標）フィルムおよびＰＥ１８に記載したように本質的に製造した類似のフィルムで
あったことを除いてＰＥ１９に記載したように本質的に実施した。生じた液晶スタックは
、元の２つのフィルムのそれらより強度が大きい１つの反射率ピークを有し、その位置は
元のコーテッドフィルムと実質的に変わらなかった。
【０１４６】
調製実施例ＰＥ２４
　ＰＥ１７で製造した材料の３×３インチ片およびメリネックス（Ｍｅｌｉｎｅｘ）５３
５下塗りＰＥＴフィルムの一部を１エッジに沿ってテープで貼り合わせて蝶番を形成した
。コーテッドフィルムのコートされた面がメリネックス５３５に向き合った。二液型エポ
キシ（ハイソール（登録商標）Ｅ－３０ＣＬ）をビーズとして回転端でフィルム間に塗布
し、回転片を非コーテッドマイラー（登録商標）４００Ｄの２つの８×１０インチ片の間
に入れた。このアセンブリをゴム－ロール積層機（ＧＢＣ３５００プロ・シリーズ・ラミ
ネーター、ＧＢＣ、イリノイ州アジソン）によって処理してアセンブリの蝶番端がアセン
ブリの残部の前にニップに入る状態で該コートされた面とメリネックス５３５との間に接
着剤を均一に広げた。アセンブリを次に一晩硬化させた。非コーテッドマイラー（登録商
標）４００Ｄの２つの８×１０インチ片を除去して液晶スタック、すなわち、液晶ポリマ
ー層でコートされたマイラー（登録商標）フィルム／接着剤／メリネックス５３５を後に
残した。マイラー（登録商標）４００Ｄの層を除去してメリネックス５３５に接着した液
晶フィルムを後に残した。液晶スタックの最大反射率の波長λ0は変わらなかった。
【０１４７】
調製実施例ＰＥ２５
　ＰＥ２４で製造した材料の３×３インチ片およびＰＥ１８で製造した材料の３×３イン
チ片を１エッジに沿ってテープで貼り合わせて蝶番を形成した。２つのフィルムのコート
された面が互いに向き合った。二液型エポキシ（ハイソール（登録商標）Ｅ－３０ＣＬ）
をビーズとして回転端でフィルム間に塗布し、回転片を非コーテッドマイラー（登録商標
）４００Ｄの２つの８×１０インチ片の間に入れた。このアセンブリをゴム－ロール積層
機（ＧＢＣ３５００プロ・シリーズ・ラミネーター、ＧＢＣ、イリノイ州アジソン）によ
って処理してアセンブリの蝶番端がアセンブリの残部の前にニップに入る状態でマイラー
（登録商標）４００Ｄのコートされた面とメリネックス５３５のコートされた面との間に
接着剤を均一に広げた。アセンブリを次に一晩硬化させた。非コーテッドマイラー（登録
商標）４００Ｄの２つの８×１０インチ片を除去して液晶スタック、すなわち、液晶ポリ
マー層でコートされたマイラー（登録商標）フィルム／接着剤／液晶ポリマー層／接着剤
／メリネックス５３５を後に残した。マイラー（登録商標）４００Ｄの層を除去してメリ
ネックス５３５に接着した液晶フィルムを後に残した。液晶層の最大反射率の波長λ0は
変わらなかった。
【０１４８】
調製実施例ＰＥ２６
　ＰＥ２４で製造した材料の３×３インチ片およびＰＥ１８で製造した材料の３×３イン
チ片を１エッジに沿ってテープで貼り合わせて蝶番を形成した。ＰＥ１８材料のコートさ
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れた面がＰＥ２４の材料のコートされていない面と向き合った。二液型エポキシ（ハイソ
ール（登録商標）Ｅ－３０ＣＬ）をビーズとして回転端でフィルム間に塗布し、回転片を
非コーテッドマイラー（登録商標）４００Ｄの２つの８×１０インチ片の間に入れた。こ
のアセンブリをゴム－ロール積層機（ＧＢＣ３５００プロ・シリーズ・ラミネーターＧＢ
Ｃ、イリノイ州アジソン）によって処理してアセンブリの蝶番端がアセンブリの残部の前
にニップに入る状態でマイラー（登録商標）４００Ｄのコートされた面とメリネックス５
３５のコートされていない面との間に接着剤を均一に広げた。アセンブリを次に一晩硬化
させた。非コーテッドマイラー（登録商標）４００Ｄの２つの８×１０インチ片を除去し
て液晶スタック、すなわち、液晶ポリマー層でコートされたマイラー（登録商標）フィル
ム／接着剤／液晶ポリマー層／接着剤／メリネックス５３５を後に残した。マイラー（登
録商標）４００Ｄの層を除去してメリネックス５３５の両面に接着した液晶フィルムを後
に残した。液晶層の最大反射率の波長λ0は変わらなかった。
【０１４９】
調製実施例ＰＥ２７、ＰＥ２８、およびＰＥ２９
　これらの実施例は、ハイソール（登録商標）Ｅ－０５ＣＬをハイソール（登録商標）Ｅ
－３０ＣＬの代わりに用いたことを除いて、それぞれ、調製実施例ＰＥ２４、ＰＥ２５、
およびＰＥ２６と同じ方法を実質的に用いて製造した。一晩室温硬化させた後、最大反射
の波長は元のフィルムとほとんど変わらなかった。積み重ねた材料をその後１３０℃に１
５分間加熱した。最大反射の波長は３０ｎｍより大きいだけ長波長に移動した。
【０１５０】
調製実施例ＰＥ３０
　この実施例は、エポキシ接着剤を７５℃で１時間硬化させたことを除いて、調製実施例
ＰＥ２７と同じ方法を実質的に用いて製造した。硬化後に最大反射率の波長は、室温で硬
化させた同じ材料と比べて５０ｎｍ超だけ長波長に移動した。
【０１５１】
実施例１
　非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス層、ブタサイト（Ｂｕｔａｃ
ｉｔｅ）（登録商標）ＢＥ－１０３０ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、およ
び二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム層からなる多層ラミネートを次の方
法で製造する。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２イ
ンチ×３０ミル（０．０３０インチ）厚さ）、および二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレ
ート）フィルム（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°
Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置してＰＥ１からのガラス上にコートされた非ミセル
のねじれネマチック液晶層、ガラスのコートされた面がブタサイト（登録商標）シート層
と接触した、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、二軸延伸ポリ（エ
チレンテレフタレート）フィルム層、薄いテフロン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）フィル
ム層、および焼きなましフロートガラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を
提供する。非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／ブタサイト（登録
商標）シート／ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム／テフロン（登録商標）フィル
ム／ガラス・アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そして非ミセルのねじれネマチ
ック液晶層でコートされたガラス／ブタサイト（登録商標）シート／ポリエステルフィル
ム／テフロン（登録商標）フィルム／ガラス・アセンブリをオートクレーブから取り出す
。ガラスカバーシートおよび薄いテフロン（登録商標）フィルムの除去は、本発明のコー
テッドガラスシート／ブタサイト（登録商標）シート／ポリ（エチレンテレフタレート）
フィルム多層ラミネートを提供する。
【０１５２】
実施例２
　非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス層、ブタサイト（登録商標）
ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、二軸延伸火炎処理ポリ（エチレンテレフタ
レート）フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間
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層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造する。ブタサイト（
登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０ミル（０．０３０
インチ）厚さ）、および二軸延伸火炎処理ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム（６
インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順化
させる。層を配置してＰＥ１に記載したように本質的に製造したガラス上にコートされた
非ミセルのねじれネマチック液晶層、ガラスのコートされた面がブタサイト（登録商標）
シート層と接触した、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、二軸延伸
ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラ
ールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガラス層（６インチ×１２インチ×
２．５ｍｍ厚さ）を提供する。非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス
／ブタサイト（登録商標）シート／ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム／ブタサイ
ト（登録商標）シート／ガラス・アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そして非ミ
セルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／ブタサイト（登録商標）シート／
ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム／ブタサイト（登録商標）シート／ガラス多層
ラミネートをオートクレーブから取り出す。
【０１５３】
実施例３
　非ミセルのねじれネマチック液晶層でそれぞれコートされたガラス層、エバセイフ（Ｅ
ｖａｓａｆｅ）TMポリエチレン酢酸ビニルポリマーシート中間層およびガラス層からなる
ガラス多層ラミネートを次の方法で製造する。エバセイフTMポリエチレン酢酸ビニルシー
ト（６インチ×１２インチ×３０ミル（０．０３０インチ）厚さ）を２３パーセント相対
湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置してＰＥ８に記載したよう
に本質的に製造したガラス上にコートされた非ミセルのねじれネマチック液晶層、ガラス
のコートされた面がエバセイフTMシート層と接触した、エバセイフTMポリエチレン酢酸ビ
ニルシート層および無色透明の焼きなましフロートガラス層（６インチ×１２インチ×２
．５ｍｍ厚さ）を提供する。非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／
エバセイフTMシート／ガラス・アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そして非ミセ
ルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／エバセイフTMシート／ガラス多層ラ
ミネートをオートクレーブから取り出す。
【０１５４】
実施例４
　非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされた２つのガラス層およびブタサイト（
登録商標）ポリビニルブチラール中間層ポリマーシートからなるガラス多層ラミネートを
次の方法で製造する。ブタサイト（登録商標）シート（６インチ×１２インチ×３０ミル
（０．０３０インチ）厚さ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一
晩順化させる。層を配置してＰＥ１に記載したように本質的に製造したガラス上にコート
された１つの非ミセルのねじれネマチック液晶層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、およびガラスシートの両方のコートされた面がブタサイト（登録商標
）シートと接触した、ＰＥ５に記載したように本質的に製造したガラス上にコートされた
他の非ミセルのねじれネマチック液晶層を提供する。非ミセルのねじれネマチック液晶層
でコートされたガラス／ブタサイト（登録商標）シート／非ミセルのねじれネマチック液
晶層でコートされたガラス・アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そして非ミセル
のねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／ブタサイト（登録商標）シート／非ミ
セルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス多層ラミネートをオートクレーブか
ら取り出す。
【０１５５】
実施例５
　ＰＥ２の二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマ
チック液晶層を次の方法でブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート上へ転写
印刷する。二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマ
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チック液晶層をバタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２イ
ンチ×１５ミル（０．０１５インチ）厚さ）の表面と接触させ、１００℃に予め加熱した
アイロンをポリ（エチレンテレフタレート）のコートされていない面上に置く。１分後に
、アイロンを取り除き、ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムを除去する。結果は、
ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート上に転写印刷された非ミセルのねじ
れネマチック液晶である。
【０１５６】
　ガラス層、上記からのブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中
間層上に転写印刷された非ミセルのねじれネマチック液晶、ブタサイト（登録商標）ポリ
ビニルブチラールポリマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネート
を次の方法で製造する。ブタサイト（登録商標）シート（６インチ×１２インチ×１５ミ
ル（０．０１５インチ）厚さ）および非ミセルのねじれネマチック液晶をその上に転写印
刷されたブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシートを２３パーセント相対湿度
（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置して無色透明の焼きなましフロ
ートガラス板層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）、ブタサイト（登録商標）シ
ート層上に転写印刷された非ミセルのねじれネマチック液晶、ブタサイト（登録商標）ポ
リビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガラス板層（６イン
チ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。転写印刷されたブタサイト（登録商標）
シートの非ミセルのねじれネマチック液晶コートされた面を第２のブタサイト（登録商標
）シートと接触させる。ガラス／非ミセルのねじれネマチック液晶層付きブタサイトシー
ト層／ブタサイト（登録商標）シート層／ガラス・アセンブリを次に標準手順に従って積
層し、そしてガラス／非ミセルのねじれネマチック液晶層付きブタサイトシート層／ブタ
サイト（登録商標）シート層／ガラス多層ラミネートをオートクレーブから取り出す。
【０１５７】
実施例６
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ＢＥ－１０３０ポリビニルブチラールポリマーシー
ト中間層およびＰＥ３の火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の
非ミセルのねじれネマチック液晶層からなる多層ラミネートを次の方法で製造する。ブタ
サイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０ミル（０
．０３０インチ）厚さ）およびコートされた非ミセルのねじれネマチック液晶層付き火炎
処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムを２３パーセント相対湿度（ＲＨ
）で、７２°Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置して無色透明の焼きなましフロートガ
ラス板層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）、ブタサイト（登録商標）ポリビニ
ルブチラールシート層、ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムのコートされた面がブ
タサイト（登録商標）シートと接触した、火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレー
ト）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層、薄いテフロン（登録商標）フィル
ム層、および焼きなましフロートガラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を
提供する。ガラスシート／ブタサイト（登録商標）シート／火炎処理二軸延伸ポリ（エチ
レンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層／テフロン（登録
商標）フィルム／ガラスシート・アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そしてガラ
スシート／ブタサイト（登録商標）シート／火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレ
ート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層／テフロン（登録商標）フィルム
／ガラスシート・アセンブリをオートクレーブから取り出す。ガラスカバーシートおよび
薄いテフロン（登録商標）フィルムの除去は、本発明のガラスシート／ブタサイト（登録
商標）シート／火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセル
のねじれネマチック液晶層多層ラミネートを提供する。
【０１５８】
実施例７
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、ＰＥ
４のポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミ
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セルのねじれネマチック液晶層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマー
シート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造する。２
つのブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）およびコートされた非ミセルのねじれネマチック液晶層
付きポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムを２３パ
ーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置して無色透明
の焼きなましフロートガラス板層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、ポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（
エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層、ブタサイト
（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガラ
ス板層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）シート／ポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィ
ルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層／ブタサイト（登録商標）シート／ガラス・
アセンブリを次に標準手順に従って積層し、そしてガラス／ブタサイト（登録商標）シー
ト／ポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム上の非ミ
セルのねじれネマチック液晶層／ブタサイト（登録商標）シート／ガラス多層ラミネート
をオートクレーブから取り出す。
【０１５９】
実施例８
　ガラス層、３０ミル厚さのエバセイフTMポリエチレン酢酸ビニルポリマーシート中間層
、ＰＥ７に記載したように本質的に製造したポリアリルアミン下塗り二軸延伸ポリ（エチ
レンテレフタレート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層、３０ミル厚さの
エバセイフTMポリエチレン酢酸ビニルポリマーシート中間層、およびガラス層からなるガ
ラス多層ラミネートを、実施例６について記載したように本質的に製造する。
【０１６０】
実施例９
　ガラス層、音響ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層お
よびＰＥ３に記載したように本質的に製造した火炎処理二軸延伸ポリ（エチレンテレフタ
レート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層からなる多層ラミネートを、音
響ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシートを使用することを除いて実施例６
に記載したように本質的に製造する。
【０１６１】
実施例１０
　ＰＥ９からの、１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する、硬化したねじれネマチック
・ソーラー・コントロール・フィルム（チェリックス・テクノロジーズ社、米国カリフォ
ルニア州９４０８５、サニーベイル、５２０マーキュリードライブ）を、一面上で平滑で
ありそして他面上で粗い１５ミル厚さのブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラール（
ＰＶＢ）ポリマーシート中間層の平滑な面上へ積層する。
【０１６２】
実施例１１
　１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する非ミセルのねじれネマチック液晶層でコート
されたガラス層、ブタサイト（登録商標）ＢＥ－１０３０ポリビニルブチラールポリマー
シート中間層および二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム層からなる多層ラ
ミネートを、ＰＥ９のコーテッドガラスをＰＥ１のコーテッドガラスの代わりに使用する
ことを除いて実施例１に記載したように本質的に製造する。
【０１６３】
実施例１２
　１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する非ミセルのねじれネマチック液晶層でコート
されたガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、
二軸延伸火炎処理ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム層、ブタサイト（登録商標）
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ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、およびガラス層からなる多層ラミネートを
、ＰＥ９に記載したように本質的に製造したコーテッドガラスをＰＥ１のコーテッドガラ
スの代わりに使用することを除いて実施例２に記載したように本質的に製造する。
【０１６４】
実施例１３
　１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する非ミセルのねじれネマチック液晶層でコート
されたガラス層、エバセイフ（登録商標）ポリエチレン酢酸ビニルポリマーシート中間層
およびガラス層からなる多層ラミネートを、ＰＥ９に記載したように本質的に製造したコ
ーテッドガラスをＰＥ８のコーテッドガラスの代わりに使用することを除いて実施例３に
記載したように本質的に製造する。
【０１６５】
実施例１４
　そのそれぞれが１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する、非ミセルのねじれネマチッ
ク液晶層でコートされた２つのガラス層、およびブタサイト（登録商標）ポリビニルブチ
ラール中間層ポリマーシートからなるガラス多層ラミネートを、ＰＥ９に記載したように
本質的に製造したコーテッドガラスをＰＥ１のコーテッドガラスの代わりに使用すること
を除いて実施例４に記載したように本質的に製造する。
【０１６６】
実施例１５
　ガラス層、１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する、そしてブタサイト（登録商標）
ポリビニルブチラールポリマーシート中間層上に転写印刷された非ミセルのねじれネマチ
ック液晶、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、および
ガラス層からなるガラス多層ラミネートを、ＰＥ１０の二軸延伸ポリ（エチレンテレフタ
レート）フィルム上の非ミセルのねじれネマチック液晶層をＰＥ２のそれの代わりにブタ
サイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート上へ転写印刷することを除いて実施例５
に記載したように本質的に製造する。
【０１６７】
実施例１６
　非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされガラス層、ブタサイト（登録商標）Ｂ
Ｅ－１０３０ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、およびバインダー内に含有さ
れる六ホウ化ランタンでコートされた「ＫＨ」フィルム層（６インチ×１２インチ）（住
友金属鉱山株式会社）からなる多層ラミネートを次の方法で製造する。ブタサイト（登録
商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０ミル（０．０３０イン
チ）厚さ）、および「ＫＨ」フィルムを２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してＰＥ９に記載したように本質的に製造したガラス上
にコートされた非ミセルのねじれネマチック液晶層、ガラスのコートされた面がブタサイ
ト（登録商標）シート層と接触した、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシー
ト層、二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム層、「ＫＨ」フィルム層、薄い
テフロン（登録商標）フィルム層および焼きなましフロートガラス層（６インチ×１２イ
ンチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされた
ガラス／ブタサイト（登録商標）シート／ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム／「
ＫＨ」フィルム／テフロン（登録商標）フィルム／ガラス・アセンブリを次に標準手順に
従って積層し、そして非ミセルのねじれネマチック液晶層でコートされたガラス／ブタサ
イト（登録商標）シート／「ＫＨ」フィルム／テフロン（登録商標）フィルム／ガラス・
アセンブリをオートクレーブから取り出す。ガラスカバーシートおよび薄いテフロン（登
録商標）フィルムの除去は、本発明のコーテッドガラスシート／ブタサイト（登録商標）
シート／「ＫＨ」フィルム多層ラミネート、すなわち、赤外線反射特性を有する非ミセル
のねじれネマチック液晶層でコートされたガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリマーシ
ートおよび赤外線吸収層からなる多層ラミネートを提供する。
【０１６８】
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実施例１７
　ガラス層、１００ｎｍより大きい反射帯域幅を有する、そしてブタサイト（登録商標）
ポリビニルブチラールポリマーシート中間層上に転写印刷された非ミセルのねじれネマチ
ック液晶、その中へ０．２０重量パーセント（総シート組成物の重量を基準として）のポ
リメチン型赤外線吸収剤が組み入れられているブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラ
ールポリマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを、実施例１
５に記載したように本質的に製造する。
【０１６９】
実施例１８
　ガラス層、実施例５のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中
間層上にコートされた非ミセルのねじれネマチック液晶、その中へ０．２０重量パーセン
ト（総シート組成物の重量を基準として）のフタロシアニン型赤外線吸収剤が組み入れら
れているブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、およびガ
ラス層からなるガラス多層ラミネートを、実施例１０のコートされたブタサイト（登録商
標）シートを代わりに使用し、赤外線吸収剤を含有するブタサイト（登録商標）シートを
実施例５のプレーン・ブタサイト（登録商標）シートの代わりに使用することを除いて実
施例５に記載したように本質的に製造する。
【０１７０】
実施例１９
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポ
リマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造す
る。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）、およびＰＥ１９からの接着接合した非ミセル液晶二層
フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、ＰＥ１９からの接着接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガ
ラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶二層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガ
ラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶
二層／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラス多層ラミネートをオ
ートクレーブから取り出す。
【０１７１】
実施例２０
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポ
リマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造す
る。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）、およびＰＥ２０からの接着接合した非ミセル液晶二層
フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、ＰＥ２０からの接着接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガ
ラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶二層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガ
ラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶
二層／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラス多層ラミネートをオ
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ートクレーブから取り出す。
【０１７２】
実施例２１
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポ
リマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造す
る。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）、およびＰＥ２１からの接着接合した非ミセル液晶二層
フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、ＰＥ２１からの接着接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガ
ラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶二層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガ
ラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶
二層／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラス多層ラミネートをオ
ートクレーブから取り出す。
【０１７３】
実施例２２
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポ
リマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造す
る。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）、およびＰＥ２２からの接着接合した非ミセル液晶二層
フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、ＰＥ２２からの接着接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガ
ラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶二層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガ
ラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶
二層／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラス多層ラミネートをオ
ートクレーブから取り出す。
【０１７４】
実施例２３
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポ
リマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造す
る。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０
ミル（０．０３０インチ）厚さ）、およびＰＥ２３からの接着接合した非ミセル液晶二層
フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの
温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート層、ＰＥ２３からの接着接合した非ミセル液晶二層フィルム層、ブタサイ
ト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガ
ラス層（６インチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶二層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガ
ラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／接着接合した非ミセル液晶
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二層／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ガラス多層ラミネートをオ
ートクレーブから取り出す。
【０１７５】
実施例２４
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、ＰＥ
Ｔフィルム上の非ミセル液晶フィルム層、第２のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチ
ラールポリマーシート中間層、ＰＥＴフィルム上の第２の非ミセル液晶フィルム層、第３
のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層およびガラス層か
らなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造する。ブタサイト（登録商標）ポリビニル
ブチラールシート（６インチ×１２インチ×３０ミル（０．０３０インチ）厚さ）、なら
びにＰＥ１５およびＰＥ１６からのＰＥＴフィルム上の２つの非ミセル液晶フィルム層（
６インチ×１２インチ）を２３パーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順
化させる。層を配置してガラスの層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシー
ト層、ＰＥ１５からのＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶層、ブタサイト（登録商標）ポリ
ビニルブチラールシート層、ＰＥ１６からのＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶層（ここで
、液晶フィルムはＰＥＴフィルム上で互いに反対側に置かれる）、ブタサイト（登録商標
）ポリビニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガラス層（６イ
ンチ×１２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登録商標）ポリ
ビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタサイト（登
録商標）ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ガ
ラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニル
ブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタサイト（登録商標
）ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ガラス多
層ラミネートをオートクレーブから取り出す。
【０１７６】
実施例２５
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、ＰＥ
Ｔフィルム上の非ミセル液晶フィルム層、第２のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチ
ラールポリマーシート中間層、ＰＥＴフィルム上の第２の非ミセル液晶フィルム層、第３
のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層およびガラス層か
らなるガラスラミネートを実施例２４について記載した方法に従って製造し、ここで、Ｐ
Ｅ１８からのＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶層をＰＥ１５からのＰＥＴフィルム上の非
ミセル液晶層の代わりに用いる。
【０１７７】
実施例２６
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、ＰＥ
Ｔフィルム上の非ミセル液晶フィルム層、第２のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチ
ラールポリマーシート中間層、ＰＥＴフィルム上の第２の非ミセル液晶フィルム層、第３
のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、ＰＥＴフィルム
上の第３の非ミセル液晶フィルム層、第４のブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラー
ルポリマーシート中間層およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを次の方法で製造
する。ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート（６インチ×１２インチ×３
０ミル（０．０３０インチ）厚さ）、ならびにＰＥ１５、ＰＥ１６、およびＰＥ１８から
のＰＥＴフィルム上の３つの非ミセル液晶フィルム層（６インチ×１２インチ）を２３パ
ーセント相対湿度（ＲＨ）で、７２°Ｆの温度で一晩順化させる。層を配置してガラスの
層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、ＰＥ１５からのＰＥＴフィ
ルム上の非ミセル液晶層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層、ＰＥ
１６からのＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶層（ここで、液晶フィルムはＰＥＴフィルム
上で互いに反対側に置かれる）、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート層
、ＰＥ１８からのＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶層（ここで、ＰＥ１６およびＰＥ１８
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からの液体ＰＥＴフィルムは互いに反対側に置かれる）、ブタサイト（登録商標）ポリビ
ニルブチラールシート層、および無色透明の焼きなましフロートガラス層（６インチ×１
２インチ×２．５ｍｍ厚さ）を提供する。ガラス／ブタサイト（登録商標）ポリビニルブ
チラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタサイト（登録商標）
ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタサイト
（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層
／ガラスを次に標準手順に従って積層し、そしてガラス／ブタサイト（登録商標）ポリビ
ニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタサイト（登録
商標）ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィルム層／ブタ
サイト（登録商標）ポリビニルブチラールシート／ＰＥＴフィルム上の非ミセル液晶フィ
ルム層／ガラス多層ラミネートをオートクレーブから取り出す。
【０１７８】
実施例２７～３３
　ガラス層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラールポリマーシート中間層、接着
接合した非ミセル液晶ＰＥＴフィルム層、ブタサイト（登録商標）ポリビニルブチラール
ポリマーシート中間層、およびガラス層からなるガラス多層ラミネートを、それぞれ調製
実施例ＰＥ２４～ＰＥ３０からの接着接合した非ミセル液晶フィルムを調製実施例ＰＥ２
３のそれの代わりに用いることを除いて実施例２３と実質的に同じ方法で製造する。
【０１７９】
　本発明の好ましい実施形態の幾つかが説明され、上に具体的に例示されてきたが、本発
明がかかる実施形態に限定されることは意図されない。特許請求の範囲に示されるような
、本発明の範囲および趣旨から逸脱することなく様々な変更が行われてもよい。
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